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２月彦根愛知犬上広域行政組合議会定例会会議録（第１号）  

 

令和 5 年 2 月 22 日（水）  

 

議  事  日  程  

 第１  会議録署名議員の指名  

 第２  会期の決定  

 第３  選挙第１号  

 第４  議席の一部変更  

 第５  議案第１号から議案第７号まで上程  

 第６  議案第１号から議案第７号まで (質疑ならびに一般質問 ) 

 第７  議案第１号から議案第７号まで (討論、採決 ) 

 第８  会議案第１号  

 

本日の会議に付した事件  

日程第１  会議録署名議員の指名  

日程第２  会期の決定  

日程第３  選挙第１号  

     彦根愛知犬上広域行政組合議会議長の選挙について  

日程第４  議席の一部変更  

日程第５  議案第１号から議案第７号まで上程  

     議案第１号  令和４年度 (2022 年度 )彦根愛知犬上広域行政組合

一般会計補正予算 (第４号 ) 

     議案第２号  令和５年度 (2023 年度 )彦根愛知犬上広域行政組合

一般会計予算  

     議案第３号  彦根愛知犬上広域行政組合個人情報の保護に関する

法律施行条例案  

     議案第４号  彦根愛知犬上広域行政組合斎場の設置および管理に

関する条例の一部を改正する条例案  

     議案第５号  彦根愛知犬上広域行政組合情報公開条例の一部を改

正する条例案  

     議案第６号  彦根愛知犬上広域行政組合職員の定年等に関する条

例等の一部を改正する等の条例案  

     議案第７号  彦根愛知犬上広域行政組合  第 1 号  会計年度任用職

員 の 報 酬 、 期 末 手 当 お よ び 費 用 弁 償 に 関 す る 条 例  



  2 

および  彦根愛知犬上広域行政組合  第 2 号  会計年

度任用職員の給与および旅費に関する条例の一部を

改正する条例案  

日程第６  議案第１号から議案第７号まで (質疑ならびに一般質問 ) 

日程第７  議案第１号から議案第７号まで (討論、採決 ) 

日程第８  会議案第１号  彦根愛知犬上広域行政組合議会の個人情報の保護に  

関する条例案  

 

会議に出席した議員（ 18 名）  

１番  木  村    修  君       1 0番  林    利  幸  君  

２番  堀  口  達  也  君       1 1番  小  川  吉  則  君  

３番  松  居    亘  君       1 2番  村  西  作  雄  君  

４番  西  澤  博  一  君       1 3番  黒  澤  茂  樹  君  

５番  角  井  英  明  君       1 4番  長  﨑  任  男  君  

６番  西  澤  伸  明  君       1 5番  伊  藤  容  子  さん  

７番  大  橋  富  造  君       1 6番  安  澤    勝  君  

８番  西  澤  清  正  君       1 7番  瀧    すみ江  さん  

９番  上  杉  正  敏  君       1 8番  竹  中  秀  夫  君  

 

会議に欠席した議員（なし）  

 

 

議場に出席した事務局職員  

事 務 局 長 綾  木  陽  一      事務局副主幹 高  橋    大  

事 務 局 次 長 谷  村  雅  史      書 記 荒  木    潤  

  

会議に出席した説明員  

管  理  者 和  田  裕  行  君    事 務 局 長 綾  木  陽  一  君  

副 管 理 者 安  藤    博  君    総 務 課 長 谷  村  雅  史  君  

副 管 理 者 有  村  国  知  君    総務課長補佐 高  橋    大  君  

副 管 理 者 伊  藤  定  勉  君    紫雲苑場長  丸  澤  俊  之  君  

副 管 理 者 野  瀬  喜久男  君    小八木中継基地場長 山  本  明  彦  君  

副 管 理 者 久  保  久  良  君    建設推進室長 牛  澤  史  幸  君  

会 計 管 理 者 辰  巳    正  君    建設推進室主幹 宇  野  恵  士  君  
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午後 2 時 02 分開会  

○副議長（松居亘君） それでは、た

だ い ま か ら 令 和 ５ 年 ２ 月 彦 根 愛 知 犬

上 広 域 行 政 組 合 議 会 定 例 会 を 開 会 い

たします。  

ただいまの出席議員は 18 名で会議

開会定足数に達しております。よって、

令和５年２月定例会は、成立いたしま

した。  

ただちに本日の会議を開きます。  

 

日程第１  会議録署名議員の指名  

○副議長（松居亘君） 日程第１、本

日 の 会 議 録 署 名 議 員 の 指 名 を 行 い ま

す。  

会議録署名議員に、15 番伊藤容子さ

ん、16 番安澤勝君を指名いたします。  

 

日程第２  会期の決定  

○副議長（松居亘君） 日程第２、会

期の決定を議題とします。  

お諮りいたします。今定例会の会期

は、本日１日といたしたいと思います。

これにご異議ありませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○副議長（松居亘君） 異議なしと認

めます。よって、今定例会の会期は、

本日１日に決定いたしました。  

 

日程第３  選挙第１号  

○副議長（松居亘君） 日程第３、議

長の選挙を行います。  

お諮りいたします。選挙の方法につ

いては、地方自治法第 118 条第２項の

規 定 に よ り 指 名 推 選 に し た い と 思 い

ますが、ご異議ございませんか。  

（「異議あり」と呼ぶ者あり）  

○副議長（松居亘君） 異議がありま

すので、選挙は投票で行います。議場

の出入りを閉鎖します。  

（議場の閉鎖）  

ただいまの出席議員数は 18 名です。 

次に、立会人を指名いたします。立

会人に 17 番瀧すみ江さん、18 番竹中

秀夫君を指名します。  

投票用紙を配ります。  

念のため申し上げます。投票は単記

無記名でお願いします。  

（投票用紙の配付）  

投 票 用 紙 の 配 付 漏 れ は あ り ま せ ん

か。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

 配付漏れなしと認めます。投票箱を

点検します。  

（投票箱の点検）  

異常なしと認めます。  

ただいまから投票を行ないます。１

番から順番に投票願います。  

（投票）  

投票漏れはありませんか。  

（「なし」と呼ぶ者あり）  

 投票漏れなしと認めます。投票を終

わります。  

開票を行います。 17 番瀧すみ江さ

ん、18 番竹中秀夫君、開票の立会をお

願いいたします。  

（開票）  

 選挙の結果を報告します。投票総数

18 票、有効投票 18 票、無効投票 0 票、
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有効投票のうち、上杉正敏議員 13 票、

竹中秀夫議員５票、以上のとおりです。

この選挙の法定得票数は５票です。し

たがって、上杉正敏君が議長に当選さ

れました。  

議場の出入りの閉鎖を解きます。  

（議場の開場）  

 た だ い ま 議 長 に 当 選 さ れ ま し た 上

杉議員が議場におられますので、当選

の告知をします。  

これで、私の職務は全部終了しまし

た。ご協力ありがとうございました。

それでは上杉議員、議長席にお着きく

ださいますようお願いいたします。  

このあと、ご挨拶と議事の進行をお

願いいたします。  

（副議長と議長交代）  

○議長（上杉正敏君） ただいま、松

居副議長のもと、厳選なる選挙の結果、

私、上杉正敏が広域行政組合の議長に

選出されましたこと、本当にありがと

うございます。この後、議題もたくさ

んありますので、皆様の議会運営に対

し ま し て ご 協 力 を お 願 い す る と と も

に 執 行 部 の 皆 様 の 丁 寧 か つ 簡 明 な 答

弁をお願いしたいと思います。どうぞ

よろしくお願いいたします。  

 

日程第４  議席の一部変更  

○議長（上杉正敏君） 日程第４、議

席 の 一 部 変 更 に つ い て を 議 題 と い た

します。  

お諮りいたします。議席の一部変更

について議長の議席を最終 19 番に変

更したいと思います。これに、ご異議

ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）  

○議長（上杉正敏君）  異議なしと

認めます。議長の議席を最終 19 番に

変更します。  

 

日 程 第 ５  議 案 第 １号 か ら 議 案 第 ７

号まで上程（管理者提案説明）  

○議長（上杉正敏君） 日程第５、議

案 第 １ 号 か ら 議 案 第 ７ 号 ま で の 各 議

案を一括議題といたします。  

職員に議案を朗読させます。  

〔高橋議会事務局副主幹朗読〕  

○議長（上杉正敏君） 提案者の説明

を求めます。管理者。  

○管理者（和田裕行君）  それでは、

議案第１号  令和４年度 (2022 年度 )

彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 一 般 会 計

補正予算の概要につきまして、ご説明

い た し ま す 。 補 正 前 予 算 総 額 5 億

4,078 万 1 千円から歳入歳出それぞれ

2,264 万 3 千円を減額し、予算総額を

5 億 1,813 万 8 千円とするものです。

歳入におきましては、歳出の減額に伴

い市町の負担金を減額するとともに、

国 か ら の 循 環 型 社 会 形 成 推 進 交 付 金

の 額 が 確 定 し た こ と に 伴 い 国 庫 補 助

金を減額するものです。歳出におきま

しては、実績等の精査や入札の執行残

による一般管理費、斎場管理費および

投棄場管理費を減額しています。塵芥

処理費は、一般廃棄物処理委託業務に

おいて、当初見込み量より少なかった

こ と に よ る 処 理 費 用 や 負 担 金 を 減 額
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しています。塵芥焼却場費は、好気性

発 酵 乾 燥 方 式 の 本 圏 域 で の 実 現 可 能

性を調査・検討することになったため、

新 ご み 処 理 施 設 発 注 者 支 援 業 務 の 委

託料を減額しています。その他、土地

評価鑑定業務について、翌年度に繰り

越 し て 使 用 す る た め 繰 越 明 許 費 を 予

算計上し、さらには、発注者支援業務

に お い て 事 業 内 容 が 確 定 し た こ と か

ら、債務負担行為の限度額を変更する

ものです。以上が補正予算の概要でご

ざいます。  

続きまして、議案第２号  令和５年

度（ 2023 年度）彦根愛知犬上広域行政

組 合 一 般 会 計 予 算 の 概 要 に つ き ま し

て、ご説明いたします。予算の総額は、

歳入歳出それぞれ 4 億 2,021 万 1 千

円とするものです。新ごみ処理施設建

設事業につきましては、引き続き環境

影 響 評 価 業 務 お よ び 発 注 者 支 援 業 務

に係る経費を計上する一方で、令和４

年度に実施しておりました、日夏投棄

場 浸 出 水 処 理 施 設 の 撤 去 工 事 が 完 了

したこと、また、令和５年度に実施す

る 業 務 内 容 と の 違 い な ど に よ り 減 額

と な り 、 予 算 総 額 で 前 年 度 と 比 べ

9,457 万 6 千円の減額となっておりま

す。歳入面では、各種事業に合わせた

構 成 市 町 の 負 担 金 や 利 用 実 績 等 を 反

映 さ せ た 施 設 使 用 料 お よ び 国 の 補 助

事 業 に 係 る 循 環 型 社 会 形 成 推 進 交 付

金を計上いたしました。歳出面では、

各 施 設 の 適 正 な 運 営 お よ び 維 持 管 理

に 必 要 と な る 経 費 を 予 算 計 上 し て お

ります。紫雲苑においては、経年劣化

による火葬炉設備の修繕経費、休日等

火葬業務委託料に加え、駐車場にフェ

ン ス お よ び カ ー ブ ミ ラ ー を 設 置 す る

工事費を計上しました。中山投棄場に

おいては、経年劣化による浸出水処理

設備の修繕経費、小八木中継基地にお

いては、県外民間処理業者の処分場に

廃棄物を搬出し、処分するための経費

を計上しました。新ごみ処理施設建設

事業費においては、好気性発酵乾燥方

式 の 本 圏 域 で の 実 現 可 能 性 調 査 の 検

討の結果、方向性を定めるとしており、

そ れ ま で は 焼 却 方 式 で の 環 境 影 響 評

価 業 務 お よ び 発 注 者 支 援 業 務 を 計 上

しています。以上が、新年度予算の概

要でございます。  

 続きまして、議案第３号  彦根愛知

犬 上 広 域 行 政 組 合 個 人 情 報 の 保 護 に

関 す る 法 律 施 行 条 例 案 の 概 要 に つ き

まして、ご説明いたします。本条例の

制定につきましては、令和３年５月 19

日 に 公 布 さ れ ま し た デ ジ タ ル 社 会 の

形 成 を 図 る た め の 関 係 法 律 の 整 備 に

関する法律が、令和３年９月１日から

施行されたことに伴いまして、平成 15

年 に 施 行 さ れ た 個 人 情 報 の 保 護 に 関

する法律、いわゆる個人情報保護法等

が改正されたことに伴い、彦根愛知犬

上 広 域 行 政 組 合 個 人 情 報 の 保 護 に 関

する法律施行条例を制定し、必要な事

項を定めるものです。  

続きまして、議案第４号  彦根愛知

犬 上 広 域 行 政 組 合 斎 場 の 設 置 お よ び

管 理 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る

条例案の概要につきまして、ご説明い
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たします。本条例は紫雲苑の使用に当

たり、現状、条件付きで許可をしてい

る 管 内 に 住 所 を 有 し な い 者 が 死 亡 し

たときの取り扱いについて、墓地、埋

葬等に関する法律の規定を踏まえて、

管内に住所を有する、有しないに関わ

らず、統一した使用許可要件に改正す

るものです。  

続きまして、議案第５号  彦根愛知

犬 上 広 域 行 政 組 合 情 報 公 開 条 例 の 一

部 を 改 正 す る 条 例 案 の 概 要 に つ き ま

して、ご説明いたします。今回の条例

改正につきましては、平成 11 年に公

布された、行政機関の保有する情報の

公 開 に 関 す る 法 律 の 規 定 内 容 を 踏 ま

え、現行の条例の文言を整理するもの

でございます。  

続きまして、議案第６号  彦根愛知

犬 上 広 域 行 政 組 合 職 員 の 定 年 等 に 関

す る 条 例 等 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案

の概要につきまして、ご説明いたしま

す。本改正は地方公務員の定年の基準

と な る 国 家 公 務 員 の 定 年 が 段 階 的 に

引き上げられるとともに、管理監督職

勤 務 上 限 年 齢 に よ る 降 任 お よ び 転 任

な ら び に 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務 の

制度が設けられること等を踏まえ、地

方 公 務 員 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 が

施行され、地方公務員に係る管理監督

職 勤 務 上 限 年 齢 に よ る 降 任 お よ び 転

任 な ら び に 定 年 前 再 任 用 短 時 間 勤 務

の 制 度 を 設 け る 等 の 措 置 が 講 じ ら れ

ることに伴い、所要の改正を行うもの

です。  

最 後 に 議 案 第 ７ 号  彦 根 愛 知 犬 上

広 域 行 政 組 合 第 １ 号 会 計 年 度 任 用 職

員の報酬、期末手当および費用弁償に

関 す る 条 例 お よ び 彦 根 愛 知 犬 上 広 域

行 政 組 合 第 ２ 号 会 計 年 度 任 用 職 員 の

給 与 お よ び 旅 費 に 関 す る 条 例 の 一 部

を 改 正 す る 条 例 案 の 概 要 に つ き ま し

て、ご説明いたします。  

本条例では、現在、第１号会計年度

任用職員、いわゆるパートタイム職員

および第２号会計年度任用職員、いわ

ゆ る フ ル タ イ ム 職 員 の 給 与 に つ い て

は、給料表で制限していますが、今後、

新 ご み 処 理 施 設 整 備 事 業 な ど の 業 務

を進めていく上で、より高度な知識と

経験を有する職員を雇用した場合に、

職 務 の 特 殊 性 等 を 考 慮 し た 基 本 報 酬

お よ び 給 料 月 額 を 任 命 権 者 が 別 に 定

めることができるものとしています。

併せて、病気休暇により欠勤している

会 計 年 度 任 用 職 員 の 欠 勤 期 間 中 の 報

酬 お よ び 期 末 手 当 を 支 給 し な い よ う

定めるものでございます。  

以 上 が 議 案 第 １ 号 か ら 第 ７ 号 ま で

の概要でございます。よろしくご審議

賜りますようお願い申し上げます。  

 

日 程 第 ６  議 案 第 １号 か ら 議 案 第 ７

号まで（質疑ならびに一般質問）  

○議長（上杉正敏君） 日程第６、議

案 第 １ 号 か ら 議 案 第 ７ 号 の 各 議 案 を

一括議題とし、各議案に対する質疑な

らびに一般質問を行います。  

 発 言 の 通 告 書 が ６ 名 の 方 々 か ら 提

出されておりますので、順次発言を許

します。  
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 その順位は、12 番村西作雄君、13 番

黒澤茂樹君、15 番伊藤容子さん、５番

角井英明君、17 番瀧すみ江さん、６番

西澤伸明君とします。  

 なお、質疑ならびに一般質問は、一

問一答形式でお願いします。  

 12 番村西作雄君。  

○ 12 番（村西作雄君）  12 番村西作

雄、一般質問を行います。大項目１、

新 ご み 処 理 施 設 に お け る 新 方 式 の 検

討について、５点質問をさせていただ

きます。リバースセンターは平成９年

４月に開設され、丸 26 年が経過しよ

うとしています。当時は、持ち込まれ

た 可 燃 ご み が 全 て 固 形 燃 料 化 さ れ る

施設として、画期的なごみ処理方式と

し て 脚 光 を 浴 び て い た こ と を 今 で も

思い出します。しかしながら、今では

年間燃料費に約 5,000 万円、修繕費に

も約 1 億円かかり、さらに固形燃料Ｒ

Ｄ Ｆ は 燃 焼 効 率 も 悪 く 県 内 に 消 費 で

きる工場がないため、岐阜県等の繊維

工場まで、令和４年度予算として年間

約 3,300 万円もの輸送費をかけ搬出

しています。反対にＲＤＦの売却費は

年間約 260 万円で、差し引き 3,000 万

円もの持ち出しをしています。  

こうした中にあって、昨年 11 月検討

課題として提案いただいた、好気性発

酵 乾 燥 方 式 い わ ゆ る ト ン ネ ル コ ン ポ

スト方式は、リバースセンターの処理

方式と全く異なる処理方式として、私

自身期待もして去る１月 27 日香川県

三 豊 市 の バ イ オ マ ス 資 源 化 セ ン タ ー

み と よ に 視 察 研 修 に 寄 せ て い た だ き

ました。今回は、私がこの視察で感じ

た点を踏まえ、今後の方向性や考え方

について何点か質問いたします。管理

者におかれましては、コンサルタント

会 社 の 調 査 結 果 を 踏 ま え て 答 弁 す べ

き と の お 考 え も あ る こ と と 存 じ ま す

が、現在の想いを披歴いただければあ

りがたく存じます。  

 視察先の香川県三豊市では、市長の

考えのもと、「ごみはすべて資源」を

目標に掲げ、平成 29 年から当センタ

ー を 稼 働 し て お ら れ ７ 年 が 経 過 し よ

うとしています。過去において組合で

共同処理、焼却、埋立処分を実施され

ていたが、平成 24 年度末で 30 年間の

使用期限が終了し、その後、複数者の

応募の中からプロポーザルを経て、現

在 の ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 を 採 用

したと聞き及んでいます。当施設の１

日当たりの処理能力は 43.3 トンであ

り、敷地面積は約１ヘクタールとお聞

きしておりますが、固形燃料成形設備

を追加すると、さらに 2,000 ㎡必要と

の説明を受けました。  

本組合では、昨年 11 月の臨時会に

おいて、西清崎町建設予定地で好気性

発 酵 乾 燥 方 式 い わ ゆ る ト ン ネ ル コ ン

ポ ス ト 方 式 の 実 現 可 能 性 や 受 入 先 の

調査等、コンサルタント委託業務を発

注するとして、550 万円余の委託費が

補正され、最終的にはその調査結果を

踏 ま え 採 用 方 式 を 決 定 さ れ る と 思 い

ます。  

まず１点目に細項目１ですが、現在、

コ ン サ ル タ ン ト で 様 々 な 諸 問 題 を 検
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討されているかとは存じますが、いつ

頃 を 目 途 に 検 討 結 果 お よ び 整 備 に 必

要 な 経 費 を お 示 し し て い た だ け る の

かお伺いします。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 好気

性 発 酵 乾 燥 方 式 実 現 可 能 性 調 査 は ３

月 31 日を履行期限として進めていま

すので、今年度末に調査結果が提出さ

れることになります。この成果物に基

づき、好気性発酵乾燥方式の実現性に

ついて検討を行うことになりますが、

調査結果の内容によっては、検討に時

間を要することも考えられますので、

今 の 段 階 で 検 討 結 果 を お 示 し す る 時

期 を お 答 え す る こ と は 難 し い 状 況 で

ございます。また、今回の実現可能性

調査において、整備・運営事業費の概

算 に つ い て も 好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 整

備 事 業 者 に ヒ ア リ ン グ 等 を 行 っ て お

りますので、調査結果をお示しすると

きに報告できるものと考えています。 

○議長（上杉正敏君）  村西君。  

○ 12 番（村西作雄君） ありがとうご

ざいます。コンサルタントの結果につ

いて、私共に対してご説明をしていた

だ く と い う こ と で あ ろ う か と 思 い ま

す。長所・短所あるかと思いますが、

そ の 結 果 に つ い て 速 や か に 報 告 い た

だ い て 論 議 を し て い き た い と 思 い ま

す。  

 続きまして２点目であります。トン

ネルコンポスト方式はＣＯ 2 の排出を

抑 制 し た り 、 処 理 水 が 発 生 し な い 等

様々な利点はありますが、広大な敷地

が必要なため、都会では不向きな施設

であるといわれており、施設規模は 1

日当たり 50 トン程度までと、比較的

小 規 模 な 施 設 で 優 位 で あ る と 業 界 で

は言われています。彦根市西清崎町の

計画面積は、ごみ処理施設整備区域だ

けを見ると約 5.2 ヘクタールですが、

計画焼却処理能力が１日当たり約 140

トンで三豊市の約 3.2 倍の処理能力

が本地域では必要となり、それにはト

ンネルやバイオフィルターも 3.2 倍

の面積が必要で、バイオトンネルは三

豊市の３倍の 18 本以上必要な計算に

なります。ここに先の成形設備を加え

ると約４ヘクタール必要となり、さら

にリサイクル施設を加えると、果たし

て 現 在 の 予 定 面 積 に 収 ま る の か 不 安

視しています。三豊市の約 3.2 倍の可

燃ごみを、西清崎町の現在計画地にリ

サ イ ク ル 施 設 を 含 め 集 約 で き る と お

考えなのか、管理者の意見を求めます。 

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 実現

可能性調査において、本圏域で発生す

る ご み を 好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 で 処 理

す る た め に 敷 地 面 積 が ど れ く ら い 必

要か、施設配置レイアウトも含め調査

を行っております。この調査結果を踏

まえ、西清崎の建設候補地における好

気 性 発 酵 乾 燥 方 式 ご み 固 形 燃 料 化 施

設 と マ テ リ ア ル リ サ イ ク ル 施 設 を 集

約 し た 新 ご み 処 理 施 設 の 整 備 に つ い

ての対応を判断することになります。 

○議長（上杉正敏君）  村西君。  

○ 12 番（村西作雄君） その通りだと
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思うのですが、三豊市に視察した際、

トンネルが６本ありました。17 日かけ

て 処 理 を し て 搬 出 す る と い う こ と も

お聞きしました。あのトンネルが３倍

の 18 本ほど作らないといけないのか。

長くするとか、容量を大きくするとい

う、様々なやり方があると思うのです

が、単純に考えるとバイオトンネルの

処理方式は、１日 50 トンぐらいまで。

私の知り合いに設計屋がいますので、

いろいろ聞いてみますと、小規模な施

設 に 適 し て い る と い う 話 を 聞 か せ て

もらった中で、果たして現在の土地の

中に全て収まるのかと思うわけです。

これも、コンサルの調査結果を基にと

いうことでありますが、大変自然に優

しい処理方式だと思うのですけど、３

倍 の 処 理 を し な い と い け な い 当 地 域

で 果 た し て 適 し て い る の か 不 安 も 感

じたところでありますので、これにつ

い て も 調 査 結 果 に 基 づ い て お 聞 き し

ていきたいと思います。  

 続きまして、３点目であります。三

豊 市 施 設 周 辺 に は 産 業 廃 棄 物 処 理 施

設が多く所在しており、固形燃料施設

も近隣に多数あることから、固形燃料

製 造 工 場 か ら 直 接 当 施 設 に 原 材 料 を

引き取りに来られ、製紙工場等への受

入れもスムーズに行われています。こ

うしたサイクルは、地域の廃棄物処理

業者やエネルギー需要家等との連携、

協 業 が 必 要 不 可 欠 で あ る と 認 識 し て

います。仮に県内に固形燃料受入先が

あったとしても、未来永劫受け入れ保

障があるわけではありません。製紙工

場等がない滋賀県、彦根愛犬地域で、

そ の 仕 組 み 作 り が ス ム ー ズ に 構 築 で

き る の か 課 題 と な る の で は な い か と

考えています。その担保はどのように

確保される予定なのか、これについて

も コ ン サ ル の 調 査 結 果 を み て と い う

お話だと思うのですけど、もう少し心

を 割 っ て ご 回 答 い た だ け れ ば あ り が

たいと思います。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 議員

ご指摘のとおり、三豊市においては、

近 隣 に 固 形 燃 料 製 造 工 場 と 需 要 先 で

あ る 製 紙 工 場 が あ る な ど の 地 域 特 性

があり、地域の民間企業との連携の仕

組みを構築されています。今回の実現

可能性調査においては、新ごみ処理施

設で成形した固形燃料について、近畿、

北陸、東海地方の製紙、鉄鋼、セメン

ト、染色会社および滋賀県内の重油や

石炭、ガスを使用するボイラー所有会

社を対象に需要先調査を行っており、

受け入れが可能な事業所の把握と、可

能と回答をいただいた場合には、具体

的 な 受 け 入 れ 体 制 や 条 件 等 に つ い て

の ヒ ア リ ン グ を 想 定 し て い る と こ ろ

で、まずは現状把握の調査を進めてい

るところです。  

○議長（上杉正敏君）  村西君。  

○ 12 番（村西作雄君） 当然そういう

答弁だと思うのですけど、香川県のエ

コ マ ス タ ー も 関 連 会 社 が い く つ も あ

って、廃棄物を専門に処理している業

者がある。そのごみをＲＰＦの燃料で

使ってもらえる製紙会社もあって、そ
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こから直接取りに来てもらえる。輸送

費がかからず、循環よく回っているの

ですけど、リバースセンターの話をし

ましたが、この滋賀県の地域でボイラ

ー で 使 用 し て い る と こ ろ は 現 在 は な

い。リバースセンターはＲＤＦという

ことで、岐阜県までお金をかけて持っ

て行っている。果たして滋賀県のこの

地 域 で そ の 施 設 を 造 っ た と し て も 固

形 燃 料 を ス ム ー ズ に 買 っ て い た だ け

るのか危惧するところであります。そ

ういったことで、担保も調査結果を基

にということですけども、素人目で見

て も 四 国 の あ の 場 所 と 同 じ よ う に ス

ム ー ズ に サ イ ク ル が 組 め る の か 心 配

をしているところでございます。  

 次に、現在、国における循環型社会

形成推進交付金の対象となるには、三

豊 市 の よ う な ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 施

設に加え、固形燃料成形設備を同一施

設に整備することが条件であります。

また、トンネルコンポスト方式だけの

固形物では、塩素が高すぎて、受入業

者が限られてくることから、さらに混

合 物 等 を 混 ぜ な が ら 調 整 す る こ と も

視 野 に 入 れ な け れ ば な ら な い と お 聞

きしました。すなわち、現在、三豊市

の 施 設 で 搬 出 さ れ て い る 圧 縮 梱 包 物

は別会社に運ばれ、固形燃料（ＲＰＦ）

と し て 製 紙 工 場 等 で 石 炭 の ２ 分 の １

か ら ３ 分 の １ の 値 段 で 引 き 取 ら れ て

いますが、固形燃料 (ＲＰＦ )として石

炭と同等の 5,000 から 1 万キロカロ

リーの熱量を保つには、この圧縮梱包

物 は １ 割 程 度 し か 使 え な い と い う 事

実があります。具体的には、現時点に

おける私の調査では、三豊市内の固形

燃 料 施 設 ２ 社 で 生 産 さ れ て い る 固 形

燃 料 (Ｒ Ｐ Ｆ )年 間 ５ ～ ６ 万 ト ン の う

ち、約１割程度の 5 千トンが当施設の

原材料であることから、石炭並みの熱

量 を 保 つ 固 形 燃 料 に 製 品 化 し よ う と

すると、残り９割の非塩素系の廃プラ

スチックや古紙、木くずなど良質なご

み を 混 合 し な い と 高 カ ロ リ ー の リ サ

イ ク ル 固 形 燃 料 (Ｒ Ｐ Ｆ )に な ら な い

とのことであります。これが事実なら、

新施設でできる固形燃料は、他の良質

なごみを搬入し混合しない限り、石炭

に 劣 る 熱 量 が 低 い 固 形 燃 料 し か で き

なく、そのニーズも少ないことになり

ま す 。 リ バ ー ス セ ン タ ー の 固 形 燃 料

(ＲＤＦ )は熱量が低く、苦渋の対策と

して１トン当たり 500 円で売却でき

るものの、反対に岐阜県等まで多額の

輸送費をかけ赤字搬出していますが、

仮 に 県 内 で 受 入 先 が 確 保 で き た と し

ても、受入先の引き取りがなければ、

結局、現在稼働しているリバースセン

ターと同様、売却代を輸送費が大幅に

上回り、赤字運営になるのではないで

しょうか。現在、受入先調査をコンサ

ル タ ン ト が 実 施 し て い る と の こ と で

ありますが、先の議会で管理者自身も

トップセールスで、固形燃料の受入先

開 拓 を 進 め て い く と の 決 意 も お 聞 き

しましたが、現在のその状況について

説明を求めるとともに、熱量が低い今

の リ バ ー ス セ ン タ ー の Ｒ Ｄ Ｆ の 処 理

状況を考えると、果たしてこのまま進
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む べ き か に つ い て お 考 え を お 聞 き し

ます。  

○議長（上杉正敏君）  管理者。  

○管理者（和田裕行君） 現在の状況

といたしましては、事務局の方で、湖

東 広 域 衛 生 管 理 組 合 の リ バ ー ス セ ン

ターの施設に訪問し、現在の処理状況

を伺いながら、当圏域で生産した場合

の 固 形 燃 料 の 品 質 お よ び 発 熱 量 が ど

うなるか試算しており、先ほども申し

上げましたように、その予想される固

形燃料の質、量をもって、近隣地域の

ボ イ ラ ー 所 有 会 社 を 対 象 に 需 要 先 調

査を進めております。私自らも、機会

を捉えて企業の皆様に対し、温室効果

ガス排出削減に向けた世界の流れと、

当圏域についても、この取り組みの一

助となるべく、一般廃棄物を好気性発

酵 乾 燥 方 式 ご み 燃 料 化 施 設 で 固 形 燃

料化する検討をしていることや、廃棄

物 由 来 の 非 化 石 燃 料 へ の 転 換 に つ い

て ご 協 力 を お 願 い し て い る と こ ろ で

す。  

民間企業が相手でございますので、

具体名は申し上げられませんが、都度、

先 ほ ど 申 し 上 げ た 需 要 の あ る と こ ろ

にお願いしているところです。やはり、

調 査 結 果 を 待 た な い と 企 業 側 か ら の

回 答 が 得 ら れ な い 部 分 も ご ざ い ま す

ので、引き続きトップセールスを続け

て参りたいと考えております。  

○議長（上杉正敏君）  村西君。  

○ 12 番（村西作雄君） バイオマス資

源 化 セ ン タ ー み と よ で 出 て い る 圧 縮

梱包物は、１割しか使われなくて、９

割 は 塩 素 分 の 少 な い 良 質 な ご み を 入

れ て Ｒ Ｐ Ｆ に し て 製 紙 工 場 に 持 っ て

行ってもらっています。これが正しけ

れば、仮に西清崎町で進めたとしても

出 て き た ご み の ９ 倍 の 良 い ご み を 混

ぜた固形燃料にしなければ、石炭並み

の カ ロ リ ー の あ る 固 形 燃 料 が で き な

い現実があるのですけど、この件につ

いて、現実に出てきたごみの９倍のご

みを搬入して、ここで固形燃料を作る

ということについて、至難の業で現実

できない。そうなると、バイオマス資

源 化 セ ン タ ー み と よ で 見 た サ イ コ ロ

状 の １ ト ン の ご み だ け で 固 形 燃 料 を

作 ら ざ る を 得 な い の で は な い か と 思

うのです。果たして、９倍のごみを持

って来てＲＰＦとして出すのか、出て

きたごみだけで処理するのか。出てき

たごみだけで処理するのなら、私はリ

バ ー ス セ ン タ ー と 同 じ Ｒ Ｄ Ｆ と い う

か た ち で 熱 量 の 低 い 固 形 燃 料 し か で

きずに、売却先もおのずと限られてく

るのではないかと思うのですけど、こ

の 件 に つ い て ご 意 見 い た だ け れ ば あ

りがたいと思います。  

○議長（上杉正敏君） 暫時休憩いた

します。  

 

〔午後 2 時 48 分休憩〕  

 

〔午後 2 時 49 分再開〕  

 

○議長（上杉正敏君） 休憩前に引き

続き会議を開きます。  

建設推進室長。  
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○建設推進室長（牛澤史幸君） 現在

行っている調査は、当圏域から発生す

るごみでどれくらいの品質で、どれく

ら い の 量 の 固 形 燃 料 が 生 成 で き る か

ですので、今、おっしゃったような検

討まで至っておりません。まず、どの

よ う な 固 形 燃 料 が で き る の か 調 査 し

ているところです。  

○議長（上杉正敏君）  村西君。  

○ 12 番（村西作雄君） 三豊市の現状

は、もちろんお聞きもしておられて、

バ イ オ マ ス 資 源 化 セ ン タ ー み と よ で

出 て き た 固 形 圧 縮 物 が そ の ま ま Ｒ Ｐ

Ｆになるということは、聞いておられ

ないと思うんです。そのごみに９倍の

プラスチック、古紙、木くずのごみを

入れて、それからＲＰＦにして製紙工

場に引き取られる。それと同じシステ

ムでやろうとすると、質の悪いごみを

原 料 と し た も の し か 作 れ な い こ の 現

状について、どうお考えなのでしょう

か。何度も言いますが、そのごみとす

るとＲＤＦ。熱量の低いリバースセン

タ ー と 変 わ ら な い 固 形 燃 料 し か で き

ないかなと思います。三豊市の場合は、

そこが１割であとは、塩素分の少ない

良いごみを９倍混ぜて、そしてＲＰＦ

にして製紙工場に売っておられる。こ

ういうシステムでいくと、果たしてこ

の ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 に 変 更 す

る価値があるのか。リバースセンター

で 処 理 に 困 っ て い る 固 形 燃 料 と 同 じ

質 し か 作 れ な い シ ス テ ム な ら い か が

なものかと思うのですけど、この件に

ついて、いかがでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 今回、

議員がお尋ねしているのは、三豊市と

全 く 同 じ 方 法 で や っ た 場 合 を 前 提 と

し て お 話 さ れ て い る か と 思 う の で す

が、今回は当圏域として調査していま

す。それを踏まえて判断していくこと

になりますので、今の時点では、そう

いうお答えとなります。  

○議長（上杉正敏君）  村西君。  

○ 12 番（村西作雄君） 確認しますけ

ど、私が言っている三豊市で出てきた

１トンの固形圧縮物のごみだけでは、

ＲＰＦにできず、９倍のごみを混ぜて

Ｒ Ｐ Ｆ に し て い る と い う こ と は 確 認

されてますか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） その

件については、私も三豊市の整備事業

者の方からお伺いしていますが、使わ

れる先が製紙工場ということで、他の

ご み と 混 ぜ て 使 わ れ て い る と 聞 い て

います。  

○議長（上杉正敏君）  村西君。  

○ 12 番（村西作雄君） ごみが１割し

か、ＲＰＦにするのに使われていない

という事実はご承知でしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 三豊

市さんでは、そのように使われている

ということをお聞きしました。  

○議長（上杉正敏君）  村西君。  

○ 12 番（村西作雄君） 分かりました。

そ の よ う に 確 認 さ れ て い る よ う で し

たら、当圏域で同じシステムですると
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な る と そ の Ｒ Ｐ Ｆ の 原 料 の １ 割 し か

ここのごみは使えない。ＲＰＦにする

と な る と ９ 倍 の ご み を 持 っ て こ な い

といけない。現実的に難しかったら、

カ ロ リ ー の 低 い 固 形 燃 料 し か で き な

い で あ ろ う と 思 い ま す の で そ う な る

と、何度も言いますが、リバースセン

タ ー の 二 の 舞 に な る の で は な い か な

と思いますので、その点も含めてご検

討いただきたいと思います。  

 最後に、視察研修でバイオマス資源

化センターみとよでは、最先端である

木 質 チ ッ プ を 使 っ た バ イ オ フ ィ ル タ

ー施設があり、施設内やバイオトンネ

ル 内 の 臭 気 を 限 界 ま で 抑 え て い る す

ば ら し い 施 設 で あ る こ と は 理 解 で き

ました。ただ、やはり事務所内や入口

周 辺 に 来 る と 、 人 そ れ ぞ れ 感 じ 方 は

様々ですが、決して無臭とは言い難い

状況であったと私は感じています。果

たして、本組合予定場所において近隣

に迷惑がかからないのだろうか。また、

環 境 ト ラ ブ ル に 波 及 し な い か 懸 念 し

ます。三豊市施設周辺は山間部である

ことに加え、施設周辺には民家がほと

んど存在していなかったが、近隣に集

落 が あ れ ば 少 な か ら ず 影 響 は あ る の

ではないかとの印象をもちました。今

後、実現可能性があると判断された場

合、トンネルコンポスト方式も視野に

入れご検討されると存じますが、広大

な 施 設 で 整 備 す る と 風 向 き に よ っ て

は 臭 気 問 題 や 様 々 な 諸 問 題 が 懸 念 さ

れます。現在までストーカ式焼却方式

に よ り 協 議 会 や 地 元 調 整 を 進 め ら れ

ている中で、どのような方向転換をな

されるおつもりなのか、どのように近

隣住民の理解を得るのか、その手続き

手 法 に つ い て 具 体 的 に お 示 し く だ さ

い。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 今回

の 実 現 可 能 性 調 査 の 検 討 に つ き ま し

ては、すでに建設候補地の地元の方や

建 設 候 補 地 周 辺 の 地 域 住 民 の 皆 様 と

当 組 合 が 情 報 の 共 有 お よ び 意 見 交 換

を 行 う 場 で あ る 彦 根 愛 知 犬 上 地 域 新

ご み 処 理 施 設 整 備 連 絡 協 議 会 に お い

て周辺地域の住民代表者に対し、焼却

方式と並行して、好気性発酵乾燥方式

の追加検討に至った経緯・理由につい

て、ご説明をしているところです。ご

み処理方式の決定に当たっては、今回

の 調 査 結 果 を 踏 ま え て の 判 断 と な り

ますが、これまでと同様、丁寧に情報

発信を行い、地元や地域住民の方のご

理 解 を 得 な が ら 進 め て ま い り た い と

思います。  

○議長（上杉正敏君）  村西君。  

○ 12 番（村西作雄君） 当時、一般廃

棄 物 処 理 基 本 計 画 を 策 定 さ れ て い る

と思います。また、環境影響評価の結

果 に つ い て も 昨 年 お 示 し い た だ き ま

した。これは、ストーカ処理方式での

評価なり計画だと思うのですけど、ト

ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 に 舵 が き ら れ

るとすると、こうした計画の変更、再

調 査 と い う も の が 必 要 に な っ て く る

のかどうか、お伺いします。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 
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○建設推進室長（牛澤史幸君） その

点につきましても、今回の調査の中で

ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 に な っ た 場

合 の 必 要 な 調 査 で あ っ た り 実 務 に つ

いて示していただけるよう、コンサル

タ ン ト 会 社 に お 願 い を し て い る と こ

ろです。  

○議長（上杉正敏君）  村西君。  

○ 12 番（村西作雄君） 全てコンサル

の 調 査 結 果 を 待 っ て と い う 話 に な っ

てくるかと思うのですけど、このトン

ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 の 視 察 に 行 か せ

てもらって、本当に自然の力を利用し

た良い方式だとつくづく思いました。

けれども、この施設が７年経ってもど

こにも採用されていない。２か所目が

できていない。私が寄せていただいた

ときに、失礼な話ですけど、７年が経

過しているのになぜ、２号機、３号機

が 全 国 か ら 出 て こ な い の で し ょ う か

と質問をさせていただきました。回答

としては、大きなプロジェクトは５年

10 年のピッチなので、来年に造ります

と は な ら な い と い う 施 設 長 の 説 明 だ

ったのですけど、やはり、冒頭申しま

したとおり、このシステムは１日 50

トンが限度なことや、広い処理場所が

必要なこと。良いことも、悪いことも

あるかと思います。コンサルの調査結

果 を 基 に と い う お 話 だ っ た と 思 い ま

すが、十分検討してから速やかに結果

を報告いただいて、この地域で何が一

番 ベ ス ト な の か 管 理 者 の 皆 さ ん と 議

論をしていきたいと思います。これで、

一般質問を終わります。  

○議長（上杉正敏君） それでは、換

気 の た め ５ 分 程 度 休 憩 を と ら せ て い

ただきます。  

 

〔午後 3 時 00 分休憩〕  

 

〔午後 3 時 06 分再開〕  

 

○議長（上杉正敏君） 休憩前に引き

続き会議を開きます。  

続きまして、 13 番黒澤茂樹君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） それでは、一

般質問させていただきます。国内の各

自治体ではごみ処理について、基本方

針によって検討されているのですが、

ウエイスト・マネジメントおよび廃棄

物 処 理 施 設 整 備 事 業 デ ー タ ブ ッ ク

2022 によりますと、過去 10 年間の採

用実績を見ますと、約 153 の採用の内、

149 が燃焼・熱分解処理で好気性発酵

乾燥方式は１か所しかないので、非常

に私としましては、不安もありますし、

分からない点もありますので、ご質問

させていただきたいと思います。村西

議 員 と 重 な る 部 分 が あ る か も し れ ま

せんが質問させていただきます。  

大項目１、建設地等について。中項

目１も同じです。細項目１、好気性発

酵乾燥方式を採用する場合、三豊市と

比 べ 人 口 割 合 か ら す る と ３ 倍 程 度 の

敷地が必要になると考えるが、現在の

敷地面積で足りるのか、お伺いしたい

と思います。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 先ほ
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ど、お答えした内容と同じになるので

すが、実現可能性調査において、好気

性 発 酵 乾 燥 方 式 ご み 燃 料 化 施 設 整 備

に 必 要 な 敷 地 面 積 の 調 査 や 施 設 配 置

の検討を行っており、調査結果により

現 建 設 候 補 地 に つ い て 判 断 で き る も

のと考えています。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 再質問です。

先ほど、もう少し時間がかかるという

話でしたが、面積などについては、具

体的にいつ頃に分かるのですか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 今回

の調査についてですが、３月 31 日ま

で に 報 告 を い た だ く こ と に な っ て お

りますので、それを踏まえてになりま

すので、現段階ではお答えできない状

況です。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君）  ３月 31 日ま

でということですので、それ以降であ

れば、私たち議員も見たら分かるとい

う認識をさせていただきます。  

 続きまして、細項目２、足りない場

合の対応策として、２階建てや３階建

てになるのか、または新たに敷地を広

げたり他の場所を確保するのか、お伺

いしたいと思います。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 今回

の調査では、まずは当圏域での実現可

能性について検討するもので、一旦平

屋 建 て で の 必 要 な 敷 地 面 積 を 算 出 し

てもらう予定です。調査の結果、西清

崎 の 建 設 候 補 地 で 敷 地 面 積 が 不 足 す

る場合には、ご指摘の対応策も含めて、

今 後 具 体 的 に 検 討 し て い く こ と に な

ると考えています。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 分かりました。

続きまして３番ですが、その場合の費

用 や 新 た な 敷 地 の 確 保 に 係 る 期 間 や

様 々 な 必 要 な 調 査 の 期 間 は ど の 程 度

を考えているのでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 敷地

面積が不足する場合には、建設地の選

定や測量、地質調査等の現地調査など

が必要と考えられますが、まずは実現

可 能 性 調 査 の 結 果 を 踏 ま え て 判 断 し

ていくものと考えています。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 分かりました。

続きまして、好気性発酵乾燥方式でで

き た 固 形 燃 料 用 原 料 を Ｒ Ｐ Ｆ 化 す る

た め の 製 造 工 場 の 敷 地 面 積 は ど の 程

度になるのでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 固形

燃 料 の 製 造 に 必 要 な 敷 地 面 積 に つ い

ても、実現可能性調査において、ごみ

の 受 け 入 れ か ら 固 形 燃 料 の 成 形 ま で

を 含 め た ご み 処 理 施 設 全 体 と し て の

必 要 な 敷 地 面 積 を 調 査 検 討 し て い る

ところであり、検討結果により判明す

るものと考えています。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 分かりました。

一つだけ確認ですが、もし、好気性発
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酵乾燥方式にする場合は、固形燃料を

製 造 す る 施 設 も 設 置 す る と い う 認 識

でよろしいでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 今回

の調査では、国の循環型社会形成推進

交 付 金 を 受 け る こ と を 前 提 と し た 調

査となっておりますので、まずは同一

敷 地 内 で 固 形 燃 料 の 成 形 ま で を 含 め

て検討してもらっているところです。 

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 分かりました。

それでは、細項目の５ですが、ＲＰＦ

化 す る た め の 製 造 工 場 の 建 設 費 用 や

建 設 期 間 は ど の く ら い か か る の で し

ょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 先ほ

どお答えしましたように、好気性発酵

乾 燥 方 式 ご み 燃 料 化 施 設 の 建 設 費 用

および建設期間についても、実現可能

性調査において、ごみの受け入れから

固 形 燃 料 の 成 形 ま で の ご み 処 理 施 設

全体の建設費用、期間を積算している

ところです。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） なぜ、こんな

ことを聞くかというと、好気性発酵乾

燥方式の場所だけでなく、製造工場を

含 め た 全 体 の 費 用 を 積 算 し な い と 駄

目だということで、お伺いしているの

ですが、それがある程度高くなるよう

でしたら、今のストーカ方式でも変わ

らないのかなということで、お聞きし

ました。  

 細項目６ですが、好気性発酵乾燥方

式 の 誘 致 地 域 に は ど ん な 施 策 を 考 え

ているのか。これについては、先ほど

お話がありましたように、設置地域の

振興策としてストーカ方式であれば、

そ こ で 発 生 す る 熱 エ ネ ル ギ ー を 利 用

し た 温 水 プ ー ル な ど の 地 域 交 流 拠 点

や 電 気 を 農 作 物 の 生 産 に 利 用 し た り

地 域 の 活 性 化 に 繋 げ ら れ る 可 能 性 が

あると考えられるのですが、好気性発

酵 乾 燥 方 式 は 迷 惑 施 設 に 該 当 す る の

か分かりませんが、設置地域にどのよ

うなメリットを与え、また、どのよう

な 地 域 活 性 化 が 考 え ら れ る の か お 伺

いしたいと思います。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 好気

性 発 酵 乾 燥 方 式 の 導 入 が 定 ま っ て い

ない状況において、好気性発酵乾燥方

式 の 一 般 廃 棄 物 処 理 施 設 整 備 を 前 提

と し た 周 辺 地 域 の 振 興 を 目 的 と し た

地域振興策については、検討を行って

いないところです。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 検討って具体

的にどのようにするのか、話してもら

わないと分からないのですが。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） まだ

好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 に 決 ま っ た わ け

ではありませんので、それを前提とし

た振興策については、まだ検討してい

ないというところです。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 誘致する地域



  17 

に 好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 で す る こ と を

お話しに行ったときに、どういうメリ

ッ ト が あ る か を 説 明 し な い こ と に は

駄目だと思うのですが、その点どうな

んでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 固形

燃料を使うにはまず、ボイラーが必要

になります。また、ボイラーを使うに

し て も 固 形 燃 料 の 質 に よ り 利 用 も 変

わってきます。それを現在調査中のた

め、まだ地元にお話に行けない状況で

すので、ご理解をお願いします。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 続きまして、

大項目の２にいきます。ごみ収集等に

ついてですが、細項目１、現在計画さ

れている清崎町地先では燃やすごみ、

リ サ イ ク ル 施 設 か ら の 可 燃 粗 大 ご み

および可燃残渣、災害廃棄物が処理対

象となっています。これらの燃やすご

み以外の処理をどうされるのか、お尋

ねしたいと思います。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 実現

可能性調査の中で、現在、好気性発酵

乾 燥 方 式 の 整 備 事 業 者 へ 燃 や す ご み

以 外 の 処 理 対 象 物 の 処 理 の 可 否 に つ

いて、問い合わせを行っておりますこ

とから、リサイクル施設からの可燃粗

大ごみおよび可燃残渣、災害廃棄物の

処理につきましては、事業者からの回

答を受け、それぞれのごみの処分方法

を検討することを考えています。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 一つ確認です

が、リサイクル施設やストックヤード、

当 初 計 画 さ れ て い た 運 動 場 は 残 る と

考えてよろしいでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君）  今、

おっしゃられた各施設については、焼

却方式での設備ですので、今回の好気

性発酵乾燥方式の場合、そういったこ

とは、まだ未定です。レイアウトもは

っきりしておりませんので、そのあた

りを今、調査中となります。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 細項目２、災

害 発 生 時 に 大 量 に 出 る と 考 え ら れ る

ごみへの対応は、好気性発酵乾燥方式

で十分処理が可能か、お尋ねしたいと

思います。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 災害

廃棄物の処理に当たりましては、先に

ご答弁させていただきましたとおり、

事 業 者 に 当 該 ご み の 処 理 の 可 否 に つ

い て 照 会 し て い る と こ ろ で あ り ま す

が、現在、好気性発酵乾燥方式と並行

し て 検 討 を 進 め て い る 熱 焼 却 方 式 で

も、突発的にまた、大量に発生する災

害廃棄物については、単独の施設だけ

で 処 理 が で き る と は 考 え て お り ま せ

ん。このため、災害発生時には新ごみ

処 理 施 設 で 可 能 な 範 囲 内 で 処 理 を 行

い、その上で適正かつ迅速な処理が困

難な場合は、広域処理や外部への民間

処 理 委 託 の 検 討 が 必 要 と な る も の と

考えております。  
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○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 分かりました。

ということは、焼却方式では、時間が

かかるかもしれませんが、好気性発酵

乾 燥 方 式 だ と か な り 時 間 が か か っ て

外 部 に 持 っ て 行 く の に お 金 が か か る

ということでよろしいでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） その

件につきましては、整備事業者に災害

廃棄物についても処理ができるのか、

お尋ねしているところですので、それ

も 調 査 結 果 を 待 っ て と い う こ と に な

ります。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 調査結果を待

た な い と い け な い と い う こ と で す の

で、調査結果が出たら直ちに教えてい

ただきたいと思います。  

 続いて細項目３、好気性発酵乾燥方

式にした場合、１市４町の分別方法は、

市 民 や 町 民 の 分 別 の 手 間 も 併 せ ス ト

ー カ 方 式 と 比 べ ど の よ う に 変 わ る の

か教えてください。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） １市

４町の分別方法につきましては、令和

４ 年 ３ 月 に 策 定 さ れ ま し た 彦 根 愛 知

犬 上 地 域 一 般 廃 棄 物 (ご み )処 理 基 本

計 画 の 分 別 区 分 に よ り 定 め ら れ て い

るところであり、好気性発酵乾燥方式

を採用した場合においても、原則、分

別 方 法 が 変 わ る も の で は な い と 考 え

ております。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 変わらないと

いうことで、分かりました。  

 細項目４、視察先の担当者は紙おむ

つが課題と話をされていました。今後、

高齢化が進む中、紙おむつの汚物は取

り 除 き ご み に 出 す と い う 分 別 方 法 に

１市４町はなっているのでしょうか。 

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 現在、

当 圏 域 の １ 市 ４ 町 の 紙 お む つ の 取 り

扱いについては、汚物を取り除いた上

で、出していただくようお願いしてい

るところであり、今後も引き続き同様

の取り扱いで、燃やせるごみとして出

していただくことを考えております。 

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 分かりました。

実際どの程度、汚物を取り除かれてい

るのか把握されていれば、教えてくだ

さい。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 実際

に把握はしておりません。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 分かりました。

実際、おむつに付いたものを取り除く

のは難しいので、多分皆さんそのまま

出されていると思いますが、それも含

め て 処 理 し て い た だ く こ と が 大 事 だ

と思いますので、よろしくお願いいた

します。  

 続きまして、大項目の３ですが、好

気 性 発 酵 乾 燥 方 式 に よ る ご み 処 理 場

の設置条件について、お伺いしたいと

思います。細項目１、好気性発酵乾燥
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方 式 導 入 の 最 適 な 設 置 条 件 を ど う お

考えなのかということですが、村西議

員 が お 話 し た よ う に バ イ オ マ ス 資 源

化センターみとよの場合は、対象とな

る 処 理 人 口 が ち ょ う ど 適 正 で あ っ た

ことや、すぐ近くに固形燃料を製造す

る事業所、固形燃料を利用できる製紙

工 場 が あ っ た と い う 条 件 が あ っ た た

め、好気性発酵乾燥方式が採用された

と考えています。実際、視察のときの

資料にも理由として、製品製造施設が

不要であったり、ユーザーが近い、作

業 員 が 少 な い な ど が 書 か れ て い ま し

た。好気性発酵乾燥方式導入の最適な

設 置 条 件 は 何 か お 伺 い し た い と 思 い

ます。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 好気

性 発 酵 乾 燥 方 式 導 入 の 設 置 に つ い て

最適な条件のご質問ですが、好気性発

酵乾燥方式の整備事業者の方から、ご

み を 処 理 す る た め の 一 定 の 施 設 用 地

と、日々一定量の固形燃料を成形する

ことが必要なため、一般的には土地の

取得が比較的容易で、近隣に固形燃料

の 利 用 先 事 業 所 を 有 す る 地 域 が 適 当

ではないかと聞いているところです。 

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） ごみの処理量

は 先 ほ ど お 話 が あ り ま し た よ う に １

日当たり 40 トン程度が適切だと思う

のですが、140 トンもあった場合も適

切 に 処 理 で き る 可 能 性 は あ る の で し

ょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） その

あたりは、何度もお答えしてますが、

ご み の 量 が ど れ だ け 出 て く る か に よ

って、引受先である事業所があるかを

調査しているところですので、それを

待 た な い と 適 切 か ど う か お 答 え が し

にくいと思っております。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 分かりました。

１日 100 トンを超えるようですと、燃

焼 し て 電 気 を 利 用 し た 方 が 効 果 が あ

ると環境省が言っているそうですし、

今 回 ３ 回 に 分 け て 視 察 を さ せ て い た

だきましたけれど、できればＲＰＦ化

の 工 場 と 利 用 さ れ て い る 製 紙 工 場 の

視 察 も 一 緒 に 行 か せ て も ら え れ ば 良

かったのかなと思いました。これは、

意見です。機会がありましたらよろし

くお願いいたします。  

 続きまして、細項目の２です。三豊

市 に 続 く 好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 を 採 用

す る 行 政 が 現 れ な い の は 設 置 条 件 に

課題があると考えますが、その見解は

ということで、三豊市は平成 29 年に

稼 働 し て 多 く の 視 察 を 受 け 入 れ て き

たにも関わらず、三豊市に続く好気性

発 酵 乾 燥 方 式 を 採 用 す る 行 政 が 現 れ

ていないということは、この条件を揃

え る こ と が 非 常 に 困 難 だ か ら と 思 っ

ているのですけど、これを彦根愛知犬

上 広 域 行 政 組 合 は ど の よ う に 考 え て

いるのですか、見解をお伺いしたいと

思います。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 先ほ
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ど お 答 え し ま し た 設 置 条 件 の 課 題 に

加え、国内ではバイオマス資源化セン

ターみとよが１例と限られ、導入実績

が少ないことが、行政としては対応に

二 の 足 を 踏 む 原 因 で は な い か と 考 え

ております。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） それでしたら、

彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 は こ れ ら

の条件をどのように揃えられるのか、

お伺いしたいと思います。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 実現

可能性調査において、情報を収集して

いるところであり、調査結果を基に対

策 を 検 討 し て い き た い と 考 え て い ま

す。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 何でも調査の

結 果 が 出 な い こ と に は 分 か ら な い と

いうことで、質問していてもがっかり

するのですけど、分かりました。  

 細項目４、固形燃料にする製造事業

所、その固形燃料を利用できる製紙工

場 等 が な い 場 合 ど の よ う な 対 応 策 が

あるのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 固形

燃 料 に す る 製 造 事 業 所 の 調 査 に つ い

てですが、新ごみ処理施設整備に当た

り 国 の 循 環 型 社 会 形 成 推 進 交 付 金 を

活用するため、自己の処理施設で固形

燃 料 化 す る こ と を 前 提 と し て い ま す

ので、今回の実現可能性調査では、固

形 燃 料 化 の 製 造 事 業 所 の 調 査 は 行 っ

ておりません。また、新ごみ処理施設

で 成 形 し た 固 形 燃 料 を 使 っ て い た だ

ける、まずは民間の需要先事業所、将

来の導入、つまり化石燃料から廃棄物

由 来 の 固 形 燃 料 の へ の 転 換 の 可 能 性

も含めて調査を行っておりますが、次

の対応策としては、公共施設での利用

ということも考えられます。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 分かりました。

Ｒ Ｐ Ｆ を 製 造 す る 工 場 を 自 分 の と こ

ろで設置する。そして燃料を燃やすと

ころを探して、ない場合は行政という

話で確認をさせていただきましたが、

三 豊 市 の 場 合 で す と 小 型 ボ イ ラ ー を

設 置 す る よ う な こ と も イ ラ ス ト で あ

りましたけど、そういったことも検討

されているのでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 現在、

三 豊 市 の 小 型 ボ イ ラ ー で の 農 業 利 用

ということは検討しておりません。と

いうのは、先ほど言いましたように固

形 燃 料 の 質 が ど の よ う な も の か 分 か

りませんので、分からない状況で小型

ボ イ ラ ー の 利 用 方 法 に つ い て 検 討 も

できない状況ですので、現在は検討し

ていないということです。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 分かりました。

で き て く る も の が 石 炭 と 同 程 度 の も

の と い う 想 定 で 進 め て も ら わ な い と

いけないのかなと思います。  

 続きまして、大項目の４。阿波市に

あ る 中 央 広 域 環 境 施 設 組 合 で の 入 札
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不調についてお伺いしたいのですが、

まず細項目１、国内に好気性発酵乾燥

方 式 に よ る ご み 処 理 施 設 を 建 設 す る

技 術 を 持 つ 事 業 者 は 何 者 い る の で す

か。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 好気

性 微 生 物 に よ る 発 酵 の 技 術 を 利 用 し

た ご み 堆 肥 化 施 設 な ど は 全 国 に 複 数

ありますが、好気性発酵乾燥方式を利

用 し た ご み 処 理 施 設 を 建 設 す る 技 術

を 持 つ 事 業 者 に つ い て の 具 体 的 な 数

は把握しておらず、現在実施している

調査において、コンサルタント会社に

確認をしているところです。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 分かりました。

多分これは今、バイオマス資源化セン

タ ー み と よ の １ 者 だ け だ と 私 は 思 っ

ています。  

 細項目２、阿波市にある中央広域環

境 施 設 組 合 で 好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 に

よるごみ処理場建設・運営についての

入札があったが、入札参加者なしとし

て不調に終わりました。これについて

ど の よ う な 見 解 を お 持 ち か お 聞 き し

たいと思います。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 徳島

県 の 中 央 広 域 環 境 施 設 組 合 の 新 ご み

処理施設整備・運営事業の入札につき

ましては、国内２例目となる好気性発

酵 乾 燥 方 式 に よ る ご み 燃 料 化 施 設 と

して公告をされましたが、入札参加者

がなかったことは把握しております。

現在は、入札の不調の原因を検証され

ている段階と聞いており、引き続き動

向を注視しながら、情報収集していき

たいと考えております。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） これは情報を

持っておられると思うのですが、建設

費に 70 億円、運営費に 90 億円ぐらい

で、１日の処理量が 42 トンぐらいだ

ったと思うのですが、単純に計算しま

すと、建設費が 70 億円の３倍で 210

億円。ＲＰＦ化の製造事業所を建てた

ら ス ト ー カ 方 式 を し た 場 合 と 変 わ ら

ないんじゃないかなと思います。ＲＰ

Ｆ 化 し た 燃 料 を 燃 や す の で あ れ ば １

回 で 燃 や し た 方 が い い の じ ゃ な い か

なと私は思います。  

 細項目３、事業者が少ない場合、建

設費は高止まりする不安はないか、そ

のへんどうでしょう。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 一般

的に、参入企業が少ない場合には、建

設 費 が 高 止 ま り す る 傾 向 が あ り ま す

ので、より多くの企業に参加していた

だけるよう、工夫してまいりたいと考

えます。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 好気性発酵乾

燥方式にするのか分かりませんけど、

よ り 効 果 的 な 方 法 を 検 討 し て い た だ

きたいと思います。  

 大項目５、事業運営方法等について

です。仮に好気性発酵乾燥方式を採用

した場合、三豊市と同様に民設民営を
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考えておられるのか、お伺いしたいと

思います。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 今回

の実現可能性調査の中に、好気性発酵

乾燥方式の整備事業者に対し、整備に

参入する場合に、民設民営方式、公設

民営方式やＰＦＩ方式など、どのよう

な 事 業 方 式 で の 参 入 が 可 能 か の 調 査

を実施しております。好気性発酵乾燥

方式を採用した場合には、この調査結

果も踏まえ、事業方式を検討すること

となると考えています。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 分かりました。

それでは、細項目の２、ストーカ方式

を 採 用 し た 場 合 の 収 集 業 務 を 除 く 雇

用者は何人くらいになり、好気性発酵

乾 燥 方 式 を 採 用 し た 場 合 の 雇 用 は 何

人くらいになるのか。なぜこの質問を

するかというと、働く場がなくなるか

もしれないということで、お伺いした

いと思います。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 熱焼

却方式については発注者支援業務で、

好気性発酵乾燥方式については、実現

可能性調査で現在、施設従事職員数に

ついて、それぞれ調査、ヒアリング等

をしているところです。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 分かりました。

細項目３、ＲＰＦ化された固形燃料を

地 域 で も 利 用 で き る よ う な 施 策 は あ

るのでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 固形

燃 料 を 当 圏 域 で 利 用 で き る 施 策 に つ

いては、１市４町と協力しながら、今

後検討する必要があると考えますが、

まずは、化石燃料を使用されている民

間 事 業 者 に 利 用 し て い た だ く こ と を

第一に考えております。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） 民間に利用し

てもらうということで分かりました。

最 近 キ ャ ン プ と か が 流 行 っ て い る の

で、キャンプファイヤーなどに使える

のかなと思ったのですが、分かりまし

た。  

細項目４、ＲＰＦ化された固形燃料

は、今後利用増の見込みがあるのか、

お伺いしたいと思います。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 固形

燃料の今後の需要については、好気性

発酵乾燥方式整備事業者に対し、国内

に お け る Ｒ Ｐ Ｆ の 今 後 の 市 場 動 向 と

の観点から調査票を送付しており、よ

り 詳 細 な 情 報 を 得 る 必 要 が あ る と 判

断した場合には、他の関連整備事業者

や コ ン サ ル タ ン ト 会 社 等 に ヒ ア リ ン

グを実施する予定です。  

○議長（上杉正敏君）  黒澤君。  

○ 13 番（黒澤茂樹君） いくつか質問

させていただきましたけど、疑問が残

る 答 弁 が 多 か っ た と 私 は 思 っ て い ま

す。果たして、好気性発酵乾燥方式が

将来、この地域に最適なのか益々疑問

が湧いてきたところでございます。い
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ずれにしても、コンサルの結果を見な

いと分からないということで、３月 31

日 が 業 者 の 履 行 期 限 と い う こ と で す

ので、できるだけ早く私達議員に知ら

せていただき、対応していきたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

○議長（上杉正敏君） 続いて、15 番

伊藤容子さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） まず、トン

ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 に つ い て 伺 い ま

す。トンネルコンポスト方式の言葉は

１ 市 ４ 町 で 急 速 に 広 ま っ て い る と こ

ろですけど、人によって概念が様々だ

と思うので質問させていただきます。 

まず、細項目１、好気性発酵乾燥方式

とは、どんなものでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 好気

性発酵乾燥方式とは、破砕した生ごみ

や紙、プラスチックなどの混在した一

般廃棄物を密閉発酵槽内で、微生物の

力 で 好 気 性 発 酵 が 活 発 に な る よ う 温

度や水分を制御し、発酵熱と通気を利

用して乾燥させる技術です。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） では、固形

燃料の製造、ＲＰＦという言葉が出て

いますけども、これについてどういう

ことでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 好気

性 発 酵 乾 燥 方 式 で 生 ご み 等 の 有 機 物

を発酵分解し、その発酵熱で乾燥させ

た廃棄物からガラスや金属、塩化ビニ

ー ル な ど の 不 適 物 を 除 去 し て 固 形 燃

料原料に選別した後、固形燃料成形設

備 で 円 筒 形 の 固 形 燃 料 に 成 形 し 製 品

化することです。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 先ほど説明

された二つを合わせた取り組みが、ト

ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 な の で し ょ う

か。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） トン

ネルコンポスト方式は、株式会社エコ

マ ス タ ー が バ イ オ マ ス 資 源 化 セ ン タ

ー み と よ で 行 っ て い る 自 社 の 処 理 方

式の名称として使用しておられ、固形

燃料の成形は行っておらず、固形燃料

に な る 原 料 ま で の 製 造 過 程 と な っ て

います。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） では、調査

中というのは、トンネルコンポスト方

式 プ ラ ス 固 形 燃 料 の 製 造 に つ い て 調

査をしているということでしょうか。 

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） その

とおりでございます。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 中項目２、

ヨ ー ロ ッ パ で は 当 た り 前 の 方 法 と 管

理 者 は 前 回 の 議 会 で 答 弁 さ れ て い ま

す。彦根市でも住民連絡協議会でヨー

ロッパでは一般的な方式と説明され、

副会長の大学の先生から「具体的にど

の よ う に 当 た り 前 か 説 明 し て く だ さ

い。」という質問が出ましたけども、

ヨ ー ロ ッ パ で は 当 た り 前 の 方 法 の 意
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味を教えてください。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） ヨー

ロッパでは、廃棄物処理について、埋

立 量 や リ サ イ ク ル 目 標 な ら び に 再 生

可 能 エ ネ ル ギ ー の 割 合 が 設 定 さ れ た

ことに伴い、埋立物を減らし、リサイ

ク ル 量 お よ び エ ネ ル ギ ー 回 収 量 を 増

やすことが求められていることから、

ご み を 破 砕 機 や 選 別 機 な ど で 機 械 選

別し、微生物による発酵で処理する方

法が普及しており、オーストリアで 17

施設、イタリアで 100 施設以上の実績

があると聞いています。このことから、

ヨ ー ロ ッ パ で は 微 生 物 に よ る 発 酵 で

ご み を 処 理 す る 施 設 が 普 及 し て い る

ことから、その微生物を利用すること

について、当たり前の方式と申し上げ

たところです。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 再質問です。

微 生 物 で 処 理 を す る と こ ろ が 多 い と

いうことなんですけれど、微生物以外

で も 処 理 を さ れ て い る と 思 う の で す

けど、ごみの処理全体の中で微生物の

処理の割合を教えてください。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 申し

訳ありませんが、そのあたりの数字は

把握していないところです。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 連絡協議会

の 副 会 長 で あ っ た 大 学 の 先 生 に そ の

説明では、いけないと思いますので、

も う 少 し 精 査 し て 答 え ら れ る よ う に

しておいてください。また、議会にも

報告していただきたいと思います。  

 中項目３、本コンポスト方式を実施

する自治体について。細項目１、本コ

ン ポ ス ト 方 式 を 実 施 し て い る 自 治 体

はどこでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 当方

式 を 一 般 廃 棄 物 処 理 に 採 用 さ れ て い

るのは、香川県三豊市が全国で唯一の

自治体であると聞き及んでいます。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 次にいきま

す。多くの自治体が視察しても実際に

は採用されていないが、その理由をど

う考えるか、伺います。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 先ほ

どご質問にお答えしたとおり、用地の

取得、固形燃料の需要先の確保、実績

が少ないことから、採用されていない

と考えています。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 多くの自治

体 の 視 察 報 告 が ネ ッ ト で 検 索 す る と

出てきます。報告書を読んだんですけ

ど、大きなネックは受入先がないとい

うことと認識しています。先ほどの黒

澤議員の答弁で、多くの自治体が視察

に行っても実行に移してないのは、１

市 の み と 前 例 が 少 な い か ら と い う 答

弁では、少し違和感を感じます。１市

しかないということで、次が続かない

理由があるように思うので、もう少し

検討していただきたいと思います。  
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 次にいきます。多くの自治体で採用

さ れ な い 理 由 が 視 察 報 告 等 で 分 か る

のですけど、三豊市に続いて彦根市で

やろうと足を踏み入れるんですけど、

本圏域で実行できると考えた上で、調

査していると思うのですけど、その理

由を教えてください。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 先ほ

ど、ご答弁した課題も含めまして、実

現 可 能 性 調 査 で 整 理 さ れ る 課 題 に つ

い て 検 討 し た い と 考 え て い る と こ ろ

です。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 本圏域では

できるというより、やりたいという意

向 が 他 市 よ り 強 い か ら 調 査 に 踏 み 切

っ て い る と い う 認 識 で よ ろ し い で し

ょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 昨年

８月に視察をした結果、可能性を感じ

られたので、実現可能性について調べ

てみるということで、今回委託調査を

しているところです。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 三豊市は実

際にされる前に、実証実験をされてい

ます。三豊市と彦根市では、環境やい

ろいろな条件が違いますので、調査の

後、上手くいくと思ったときに、実証

実験をするべきだと思うのですけど、

そのことについてどうでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 現時

点では、今回の調査結果を踏まえての

判断になるかと思いますので、お答え

できないと考えております。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 分かりまし

た。３か月半ほどの調査を基に判断す

るということで、甚だ実行には、心も

とない前提条件だと思います。  

 大項目２、固形燃料 (ＲＰＦ )につい

て。中項目１、固形燃料の製造につい

て。細項目１、固形燃料の製造・販売

を本組合で実施するのでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） バイ

オマス資源化センターみとよでは、民

設民営による事業方式により、製造・

販売をされてますが、当組合での固形

燃料の製造・販売については、今回の

実現可能性調査結果を踏まえて、今後、

検討する必要があると考えています。 

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 先ほど、村

西議員もおっしゃっていましたけど、

９ 割 の 他 の き れ い な 廃 プ ラ と 混 ぜ な

い と 固 形 燃 料 が で き な い と い う こ と

があります。これを実行するというこ

とは、１市４町で製造を実行するのか、

民 間 委 託 等 ど の よ う に 考 え て お ら れ

ますか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 先ほ

どお答えしたとおり、今回の実現可能

性調査結果を踏まえて、今後、検討す

る必要があると考えています。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  
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○ 15 番（伊藤容子さん） 分かりまし

た。どの議員の質問に対しても、調査

結果から考えるということなので、本

当に実現しようとすると、たくさんの

こ と を 検 討 す る の に 時 間 が か か る の

で、かなり懸念があります。  

 細項目３、固形燃料 (ＲＰＦ )の１日

の 推 定 生 産 量 は ど の 程 度 見 込 ん で い

るのでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 実現

可能性調査において、当圏域のごみ量

から固形燃料の製造量について、調査

検討しているところであり、検討結果

により判明するものと考えています。 

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 細項目４、

固形燃料の 30 年から 40 年の長期受

け 入 れ に つ い て 受 入 先 の 確 約 を 得 る

必要があると思います。実際に視察を

し た 三 豊 市 で も 製 紙 会 社 が 固 形 燃 料

を、ずっと引き受けるという約束があ

る か ら 可 能 と 担 当 者 も お っ し ゃ っ て

いました。このことについて、組合の

見解を教えてください。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 議員

ご指摘のとおり、固形燃料の受入先の

確 保 は 非 常 に 重 要 で あ る と 認 識 し て

います。今回の実現可能性調査におい

て、需要先調査を行っておりますので、

需要先の情報により、受け入れの可能

性 の あ る 企 業 に 対 し て 受 入 条 件 や 長

期 契 約 な ど 安 定 し た 供 給 に つ い て の

ヒアリングを考えています。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 再質問です。

例えば、とりあえず３年間受け入れて、

そ の 後 は 分 か ら な い と い う 企 業 が あ

った場合、毎日ごみが出るので安定し

てごみ処理をするために、30 年 40 年

受 け 入 れ て も ら わ な い と い け な い の

で、２・３年といった短年では、私は

踏 み 切 る べ き で は な い と 思 う の で す

けど、組合の見解を伺います。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 受入

条件や長期契約、複数の企業が出てく

る か ど う か 等 を 整 理 し た 上 で 判 断 す

ることになると思います。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 細項目５、

固形燃料の受入先が例えば、温暖化防

止 の 動 き が 社 会 的 に 本 格 的 に な る と

か、こういう受入先の企業がもっと積

極的になってくるという、希望的な観

測の下、今後増えるとの見込みで本方

式を採用することは、リスクが大きい

と考えますが、見解を伺います。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 世界

的な脱炭素の流れから、今後廃棄物を

再 生 し て 製 造 さ れ る 固 形 燃 料 の 需 要

は増々高まると考えていますが、製品

化 し た 固 形 燃 料 の 取 引 先 の 安 定 確 保

が 好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 を 採 用 す る 上

で、重要条件であると認識しており、

需要先について、近隣や県内のボイラ

ー 所 有 事 業 所 に 対 し 需 要 先 調 査 を 行

っているところです。  
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○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 調査をされ

ているのは、よく分かりますけども、

長期の受入先がなければ、採用するの

は大変リスクがあると考えますし、踏

み切るべきではないと思うのですが、

組合の見解を伺います。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 先の

回答とも重なるのですけど、受入先の

事業所があるか、また、どのような条

件を出されてくるか、それにより検討

すべきものですので、それ次第になる

と思います。需要先の安定的な確保は

重要な課題だと考えておりますので、

それについては、慎重に収集・検討を

行ってまいりたいと思います。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 短期も長期

も考えられないということで、聞けば

聞 く ほ ど 不 安 が 残 る 取 り 組 み だ と 思

います。多くの自治体が実行しない理

由も分かります。  

 細項目６、固形燃料の受入先の確保

状況について伺います。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 固形

燃料の需要先調査については、近隣の

製紙、セメント、製鉄、染色会社およ

び 県 内 の ボ イ ラ ー 所 有 会 社 を 対 象 に

抽出を行い、調査票を送付し、回答を

得る方法で進めています。現在は、調

査票の回収を進めているところです。 

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 大項目３、

ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 事 業 の 総 額

費用について伺います。中項目１、ト

ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 導 入 に 係 る 費

用について。細項目１、好気性発酵乾

燥方式の初期投資費用・維持費用はい

くらでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 好気

性発酵乾燥方式の初期投資費用（建設

費）・維持費用（運営費）については、

今回の実現可能性調査において、調査

を行っているところです。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 細項目２、

固 形 燃 料 製 造 工 場 の 建 設 等 の 初 期 投

資費用・維持費用はどうでしょうか。 

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） こち

らにつきましても、実現可能性調査に

おいて、調査を行っているところです。

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 細項目３、

そ の 他 必 要 な 費 用 は ど う な の で し ょ

うか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） その

他の費用として、施設整備に伴う各種

調査や、計画策定に係る費用が必要と

なるものと考えられます。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） コストにつ

いては、調査結果が全部出てからとい

う答えでよろしいでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） そも
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そも今回の委託調査は、昨年 11 月に

提案させていただきまして、本圏域で

の実現可能性をまずは、調べたいとい

う こ と で お 示 し さ せ て い た だ き ま し

た。契約としては 12 月から翌年の３

月まで。調査の内容は、好気性発酵乾

燥 方 式 で 整 備 を す る 事 業 者 に 対 し て

参入意向、施設規模等をお尋ねしてい

ます。  

二つ目は、可燃ごみの処理施設とと

も に マ テ リ ア ル の リ サ イ ク ル 施 設 も

整 備 し て い た だ く 必 要 が あ り ま す の

で、プラントメーカーに照会を行って

おります。そして、需要先調査として、

先 ほ ど 申 し た 近 隣 地 域 に つ い て 108

社に調査を進めている段階で、１月末

を回答期限としており、回答率は 30％

と聞いております。ご紹介いただいた

企業様もありますので、そちらについ

て は ヒ ア リ ン グ 等 を 進 め て い る 状 況

です。今回、ご質問いただいた事項に

ついては、調査中でございまして、そ

の 点 を ご 理 解 い た だ き た い と 思 い ま

す。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） コストを全

く 考 え ず に 調 査 を す る こ と は な い と

思うので、安くなるだろうということ

で、実現可能性調査を始められたので

はないのでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 昨年、

提 案 し た 二 つ の 理 由 の 内 の 一 つ と し

て、コスト的にメリットがあるのでは

ないかということで、調査をしている

ところです。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） コスト的に

財政が厳しいということだが、具体的

な 数 値 は こ の 調 査 の 中 に は 含 ま れ て

いないということが、分かりました。 

 中項目３、その他必要な費用につい

て。細項目１、その他必要な費用があ

れば詳細を教えてください。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） その

他必要な費用については、現時点にお

いては、ないものと考えております。 

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 中項目４、

ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 事 業 に 係 る

総額費用について。細項目１、トンネ

ル コ ン ポ ス ト 方 式 導 入 に 係 る 費 用 総

額・維持費用を教えてください。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） お答

えしたように、現在、実現可能性調査

において調査・検討を行っているとこ

ろでありますので、お答えできる情報

がないところです。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 分かりまし

た。続いて、大項目４、今後のスケジ

ュールについて。中項目１、トンネル

コ ン ポ ス ト 方 式 の 実 現 可 能 性 調 査 に

ついて。細項目１、調査結果はいつ分

かるのか、お願いします。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 令和

５年３月 31 日を履行期限として契約
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していますので、今年度末に調査結果

を 取 り ま と め た 成 果 物 が 提 出 さ れ る

ことになります。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 中項目２、

ごみ処理方法の決定について。先ほど

の ご 答 弁 か ら 全 て の 調 査 を し な い と

正確な情報さえ分からない中、調査結

果が分かってから、さらに検討するこ

とがあり、実現するために時間がかか

ることが分かったのですけど、細項目

１、ごみ処理方法を決定する時期は、

いつなのでしょうか。11 月議会では、

来年度の早い段階で判断し、方向性を

示したいと答弁されてますが、決定時

期について教えてください。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 最初

の方でお答えしましたが、調査結果の

内容につきましては、検討に時間を要

することも考えられます。今の段階で

決定時期をお答えすることは、難しい

状況でございます。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） これまでの

ご答弁で調査の報告が出ても、さらに

た く さ ん の 調 査 が 必 要 と い う こ と で

すので、来期の早い段階での決定は難

しいということが分かりました。  

 細項目２、決定まで現在進行するス

ト ー カ 方 式 の 取 り 組 み が 滞 っ て い る

のではないかと心配しています。環境

影 響 評 価 の 手 続 き や 都 市 計 画 決 定 の

手続きなど、令和５年の６月までにマ

イ ル ス ト ー ン と し て 完 了 し な い と い

け な い こ と が ス ト ー カ 方 式 に は あ っ

たのですけど、これらの取り組みが遅

れ て い る の で は な い か と 懸 念 し て お

ります。見解を伺います。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 熱焼

却方式については、発注者支援業務に

お い て 整 備 費 削 減 の 検 討 を 行 っ て い

るところです。現在、ごみ処理方式が

決 定 す る ま で 見 合 わ せ ら れ て い る 滋

賀 県 環 境 影 響 評 価 審 査 会 や 各 市 町 の

都 市 計 画 審 議 会 を 再 開 し て い た だ く

必要があり、再開後の審査スケジュー

ルに、ごみ処理施設整備の進捗が大き

く左右されるものと考えていますが、

今後、ごみ処理方式が決定された場合

には、速やかに令和 11 年度の新ごみ

処理施設の供用開始に向けて、必要な

手 続 き を 進 め て い き た い と 考 え て い

ます。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 再質問です。

先 ほ ど の ご 答 弁 だ と 審 議 会 と か が 開

催 さ れ て い な い か ら 進 ん で な い と い

うことですけど、県の都合によるのか、

そ れ と も こ ち ら の 事 情 で 遅 れ て い る

のか、どちらなのでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 当組

合 で 好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 で 検 討 し て

いることは、県の方もご存じですので、

審 議 会 を 開 催 し て い い か 県 に ご 相 談

したのですけど、見合わせた方がいい

と回答をいただいてます。お互いの事

情ではありますが、この方式が定まる
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までは、それぞれの審議会は開催でき

ないと認識しています。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 方式がどち

ら か に 決 定 し な い と 県 の 手 続 き が 進

まないということが分かりました。  

 細項目３、これまでのストーカ方式

の計画では、令和５年 10 月に入札公

告を行う予定で、これまで４年間取り

組んでこられましたが、この入札公告

は間に合うのでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 入札

公告については、滋賀県環境影響評価

審 査 会 や 各 市 町 の 都 市 計 画 審 議 会 を

再開していただく必要があり、再開後

の 審 査 ス ケ ジ ュ ー ル に 大 き く 左 右 さ

れるものと考えられ、当初想定してい

た 入 札 公 告 が 遅 れ る こ と が 考 え ら れ

ますが、先ほども申し上げたように、

今後、ごみ処理方式が決定された場合

には、速やかに令和 11 年度の新ごみ

処理施設の供用開始に向けて、必要な

手 続 き を 進 め て い き た い と 考 え て い

ます。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） 方式を決定

しないから入札をはじめ、県の手続き

も遅れるということが分かりました。 

 中項目３、新ごみ処理施設の稼働時

期について。現在の彦根市のごみ焼却

炉は 45 年が経ち県下で最も古い清掃

センターとなっております。周りの市

町の大津、守山、近江八幡と続々と建

て替えられて稼働しています。隣の長

浜市も令和 10 年に向けて着々と進ん

でおり去年の段階では、当初に事業者

の入札を行っておられます。そのよう

な状況の中、ご存じのように現在の焼

却炉は修理代がかかり、今年度だけで

も彦根市の修理代は４年間で 32 億を

かけて修理をし、ちょうど半分にきま

した。修理している間は、外部の千葉

県、長野県まで運んで燃やしてもらっ

ておりますけれども、令和４年だけで

も 3 億 8,000 万円、来期も 2 億円ほど

の 燃 や し て も ら う だ け の コ ス ト が か

かっております。このように待ったな

し の 彦 根 市 の ご み 処 理 場 の 新 た な 稼

働が求められるところですけど、この

ような中、令和 11 年度の稼働が遅れ

ることはないのでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 圏域

内 の 現 有 施 設 の 状 況 は 承 知 し て い る

ところです。先ほど答弁しましたとお

り、今後、ごみ処理方式が決定された

場合には、令和 11 年度の新ごみ処理

施設の供用開始に向けて、必要な手続

き を 速 や か に 進 め て い き た い と 考 え

ています。  

○議長（上杉正敏君）  伊藤さん。  

○ 15 番（伊藤容子さん） トンネルコ

ン ポ ス ト 方 式 は 本 当 に 良 い 方 式 だ と

思うんです。だから、たくさんの自治

体が見に行って、たくさんの視察報告

書を読むことができます。しかし、そ

の 後 が 続 い て い な い と い う こ と も 直

視していかないといけません。客観的

に 彦 根 市 で の 実 現 可 能 性 に つ い て 慎
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重に検討をするべきですし、財政、環

境だけでなく、新たなごみ処理場の稼

働が待ったなしで求められています。

悠 長 に 調 査 を 延 ば す こ と が 許 さ れ な

い時期になっていると私は考えます。

今回、調査報告書が全て出てからとい

う答弁でしたけれど、３月末になりま

したら、速やかにご報告するようお願

いします。以上で私の質問を終わりま

す。  

○議長（上杉正敏君） 暫時、休憩を

とらせていただきます。  

 

〔午後 4 時 11 分休憩〕  

 

〔午後 4 時 20 分再開〕  

 

○議長（上杉正敏君） 休憩前に引き

続き会議を開きます。  

 続きまして、５番角井英明君。  

○５番（角井英明君） 大項目１、循

環型社会形成推進交付金 663 万 3 千

円について質問します。2023 年度予算

では、663 万 3 千円を計上されていま

す。今まで進められてきた焼却方式の

施設が、循環型社会形成推進に寄与す

る と 認 め ら れ て い る こ と で の 交 付 金

だと思います。しかし、焼却時の熱を

利 用 す る サ ー マ ル リ サ イ ク ル は 循 環

型社会形成になるのか。これは、日本

独 自 の リ サ イ ク ル の 捉 え 方 で は な い

かと今まで質問してきました。今年度

も 計 上 さ れ て い る 循 環 型 社 会 形 成 推

進交付金について質問します。  

中項目１、循環型社会形成推進交付

金について。全員協議会での説明によ

る と 熱 焼 却 方 式 で の 環 境 影 響 評 価 業

務 と 発 注 者 支 援 業 務 へ の 予 算 だ と 思

いますが、確認の意味で質問します。 

細項目１、今年度予定されている環

境 影 響 評 価 業 務 の 内 容 を 教 え て く だ

さい。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 令和

４ 年 度 の 環 境 影 響 評 価 業 務 の 内 容 に

つきましては、令和３年の秋に調査箇

所 の 追 加 を し ま し た 地 点 に お け る 現

況調査のほか、令和４年８月 29 日に

公告、縦覧手続きを行いました準備書

の 作 成 お よ び 当 該 図 書 に 係 る 手 続 き

として、住民説明会の開催支援や意見

書 の 概 要 整 理 お よ び 事 業 者 見 解 の 作

成のほか、環境影響評価審査会対応に

係る支援業務でございます。  

○議長（上杉正敏君）  角井君。  

○５番（角井英明君） 2023 年度は評

価 書 の 段 階 に 入 る と い う こ と で よ ろ

しいのでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 現在、

処理方式が定まっておりませんので、

定 ま っ た 場 合 に 残 り の 業 務 を す る 予

定です。  

○議長（上杉正敏君）  角井君。  

○５番（角井英明君） 今は一時中断

し て い る 状 況 と い う の が 分 か り ま し

た。  

 細項目２、今年度予定されている発

注 者 支 援 業 務 の 内 容 を 教 え て く だ さ

い。  
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○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 今年

度 の 発 注 者 支 援 業 務 の 内 容 に つ い て

は、事業者選定方式の設定、実施方針

の作成および公表、特定事業の選定お

よび公表、入札に関する事業者募集書

類の作成および公表、事業者選定委員

会の運営、協定および契約書の作成な

どの各支援業務を行い、事業者選定委

員 会 に お い て 審 議 し て い た だ き 確 定

する予定でいました。しかしながら、

実 現 可 能 性 調 査 が 完 了 す る ま で 委 員

会の開催を延期していることから、今

年度業務については、委員会で審査し

ていただける資料の作成までとし、審

議 後 の 修 正 等 の 業 務 を 次 年 度 に 行 う

こととしております。  

○議長（上杉正敏君）  角井君。  

○５番（角井英明君） もしトンネル

コンポスト方式になれば、トンネルコ

ン ポ ス ト 方 式 で の 発 注 者 支 援 業 務 と

なるのでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 好気

性発酵乾燥方式となれば、その時点で

二 つ の 業 務 は 一 旦 取 り 止 め と い う こ

とになりまして、新たにどういった調

査 が 必 要 な の か コ ン サ ル タ ン ト 会 社

か ら お 示 し い た だ け る と 思 い ま す の

で、それを基に進めていくことになり

ます。  

○議長（上杉正敏君）  角井君。  

○５番（角井英明君） 中項目２、循

環型社会形成推進交付金について。細

項目１、エックス都市研究所が策定し

た 循 環 型 社 会 形 成 推 進 地 域 計 画 に つ

いてです。11 月の臨時会でトンネルコ

ン ポ ス ト 方 式 が こ の 地 域 で 実 現 可 能

か を 検 討 し て い る エ ッ ク ス 都 市 研 究

所が、平成 28 年度に焼却方式での循

環 型 社 会 推 進 地 域 計 画 策 定 業 務 を 着

実 に 実 施 し た と い う ご 答 弁 が あ り ま

した。エックス都市研究所が焼却方式

で の 循 環 型 社 会 形 成 推 進 地 域 計 画 策

定 業 務 を 行 っ て い た こ と を 知 り ま せ

んでした。企業ですから、依頼があれ

ば 焼 却 方 式 で あ ろ う と ト ン ネ ル コ ン

ポ ス ト 方 式 で あ ろ う と 希 望 が 叶 う よ

う に 調 査 検 証 を す る の が 環 境 を 調 査

する企業として当然だと思います。  

 細項目１、エックス都市研究所が策

定 し た 循 環 型 社 会 形 成 推 進 地 域 計 画

について教えてください。焼却方式の

どういったところが、循環型社会形成

推進になるのか、エックス都市研究所

が 作 成 し た 地 域 計 画 の 内 容 を 教 え て

ください。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 循環

型社会形成推進地域計画とは、市町村

が 環 境 省 の 循 環 型 社 会 形 成 推 進 交 付

金を受けて、廃棄物の３Ｒを広域的か

つ総合廃棄物処理・リサイクル施設整

備を行うために策定する計画です。具

体的に平成 28 年度に作成された内容

については、現行計画と施設建設まで

の ス ケ ジ ュ ー ル が 建 設 工 事 断 念 の 経

緯がありましたので、予定していた事

業 ス ケ ジ ュ ー ル と 乖 離 し て き た こ と

から修正いただいたものです。  
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○議長（上杉正敏君）  角井君。  

○５番（角井英明君） 2000 年に環境

省 が 定 め た 循 環 型 社 会 形 成 推 進 基 本

法では、循環型社会形成推進の優先順

位があって、一つ目が発生の抑制 (リ

デ ュ ー ス )、 二 つ 目 が 再 使 用 (リ ユ ー

ス )、三つ目が再生利用 (リサイクル )

となっていて、熱回収で循環型社会形

成 推 進 交 付 金 を 貰 っ て い る と 思 う の

ですけど、熱回収は４番目です。一般

廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 が １ 市 ４ 町 で 統

一して作られて、新しいごみの減量目

標ができました。本来なら発生抑制に

結 び 付 く 減 量 目 標 の 統 一 が 一 番 に さ

れるべきだったと思います。それでこ

そ、循環型社会形成推進といえるので

はないかと思います。１市３町でごみ

の 抜 本 的 減 量 計 画 の 策 定 を 求 め る 請

願が可決されました。そういうことこ

そ、循環型社会形成推進じゃないかな

と思います。これは私の意見です。  

焼 却 方 式 だ と 熱 回 収 す る の に 膨 大

なＣＯ 2 が出ます。トンネルコンポス

ト方式では、ＣＯ 2 は出ません。循環

型 社 会 形 成 推 進 に 該 当 す る の か ど う

かは、環境省が決めるものだと思うの

ですけど、トンネルコンポスト方式の

方 が 循 環 型 社 会 形 成 に 繋 が る と 考 え

るのですけど、これについての見解を

お願いします。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 熱回

収 と 固 形 燃 料 化 に つ い て も 両 方 と も

循 環 型 社 会 形 成 推 進 交 付 金 の メ ニ ュ

ー に 含 ま れ て い る と い う こ と で ご ざ

います。  

○議長（上杉正敏君）  角井君。  

○５番（角井英明君） それは分かる

のですけど、ＣＯ 2 を出さないという

ことで、地球環境に貢献するので、ト

ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 の 方 が 循 環 型

社会形成にふさわしいと思います。こ

れは意見です。  

 細項目の２、業務委託した金額を教

えてください。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 循環

型社会形成推進地域計画（第３回変更）

策定等業務として、 21 万 6 千円で委

託を行っております。  

○議長（上杉正敏君）  角井君。  

○５番（角井英明君） 細項目３です。

エ ッ ク ス 都 市 研 究 所 と バ イ オ マ ス 資

源 化 セ ン タ ー み と よ の 関 係 に つ い て

お聞きします。これも 11 月臨時会で

エ ッ ク ス 都 市 研 究 所 が バ イ オ マ ス 資

源 化 セ ン タ ー み と よ の 運 営 支 援 業 務

を 受 託 し て い る と の 答 弁 が あ り ま し

た。バイオマス資源化センターみとよ

が 環 境 省 の 循 環 型 社 会 形 成 推 進 交 付

金 を 受 け る に は 敷 地 内 に 固 形 燃 料 成

形 設 備 が 必 要 と 視 察 資 料 に あ り ま し

た。エックス都市研究所のアドバイス

があったのかと思います。検討の結果、

当 圏 域 で ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 の

採用が決まって、循環型社会形成推進

交付金を受けるとすれば、エックス都

市 研 究 所 に 運 営 支 援 業 務 を 委 託 す る

ことになるかもしれません。エックス

都 市 研 究 所 が バ イ オ マ ス 資 源 化 セ ン
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ターみとよに対し、どのような運営支

援をされたのか教えてください。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 株式

会 社 エ ッ ク ス 都 市 研 究 所 と 株 式 会 社

エ コ マ ス タ ー と の 運 営 支 援 の 内 容 に

ついては、民間企業間の契約内容であ

り、把握しておりません。  

○議長（上杉正敏君）  角井君。  

○５番（角井英明君） 今までの議論

でも出てきたのですけど、固形燃料化

するに当たって、株式会社パブリック

や エ ビ ス 紙 料 株 式 会 社 の よ う な 地 域

の 事 業 所 が 幅 広 く 存 在 し て い て 地 域

力がすごいなと感じました。  

 大項目２、災害廃棄物の処理につい

てです。11 月臨時会に向けての全員協

議 会 で ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 が 採

用された場合、災害廃棄物の処理には

焼 却 炉 が 必 要 で は と い う 質 問 が 伊 藤

容子議員から出されていました。現在、

進められている焼却方式の計画では、

災害用として１日当たり 13 トンを見

込んでいます。そのために、ごみ処理

能力が１日当たり 139 トンという施

設規模の想定になり、建設費と管理費

が膨らんでいます。  

 中項目１、災害廃棄物処理計画での

災害廃棄物の処理について。細項目１、

各 市 町 で 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 が 策 定

されています。例として彦根市の計画

では、どのように災害廃棄物の処理を

す る こ と に な っ て い る の か 教 え て く

ださい。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 彦根

市災害廃棄物処理計画によりますと、

災 害 発 生 時 に は 被 害 の 有 無 に 関 わ ら

ず 日 々 の 生 活 に 伴 い 排 出 さ れ る ご み

(生活ごみ )、避難所での生活から発生

す る ご み (避 難 所 ご み )や 災 害 に よ り

使 用 で き な く な り 災 害 が 収 ま っ た 後

に 家 庭 か ら 一 時 的 に 多 量 に 排 出 さ れ

る 粗 大 ご み な ど が あ る と 説 明 さ れ て

います。それらの処理・処分方針につ

いては、生活ごみや避難所ごみについ

ては、平常時と同様の分別および処理

を行い、多くのごみが排出されること

で、現彦根市清掃センターでの処理能

力が不足する場合、またはセンター自

体 の 被 災 に よ り 処 理 が で き な い 場 合

は、滋賀県と調整の上、広域処理の応

援 要 請 や 災 害 廃 棄 物 の 処 理 に 関 す る

協 定 を 締 結 す る 事 業 者 へ 協 力 を 要 請

することとされています。また、粗大

ごみについても、平常時と同様の処理

を原則とし、大量排出による清掃セン

ターの処理能力不足、被災による処理

不能時には、一時仮置き場による保管、

先ほどの広域処理の応援要請の実施、

事業者への協力要請、仮設の破砕機や

焼 却 炉 等 の 設 置 を 検 討 す る と さ れ て

いるところです。  

○議長（上杉正敏君）  角井君。  

○５番（角井英明君） 細項目２、災

害 廃 棄 物 の 処 理 を 前 提 に 施 設 規 模 を

見 込 む よ う に 義 務 付 け さ れ て い る の

か。建設推進室とのやり取りの中では、

国や県からの要請があって、災害廃棄

物 が 処 理 で き る よ う に 考 え て い る と
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いうことですが、各自治体で災害廃棄

物 の 処 理 が 義 務 付 け ら れ て い る の か

教えてください。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 施設

規 模 設 定 時 に お け る 災 害 廃 棄 物 の 考

え方については、環境省告示第 43 号

「 廃 棄 物 の 減 量 そ の 他 適 正 な 処 理 に

関 す る 施 策 の 総 合 的 か つ 計 画 的 な 推

進を図るための基本的な方針」に、「平

素 よ り 廃 棄 物 処 理 の 広 域 的 な 連 携 体

制を築いておくとともに、広域圏ごと

に 一 定 程 度 の 余 裕 を 持 っ た 焼 却 施 設

や 最 終 処 分 場 等 を 整 備 し て お く こ と

が重要であり」と記載があり、また、

「 滋 賀 県 災 害 廃 棄 物 処 理 計 画 基 礎 調

査業務報告書」では、「災害廃棄物を

除く計画処理量の 10％を災害廃棄物

で 処 理 の た め の 余 力 と し て 見 込 む こ

ととする」との記載もあることから、

彦 根 愛 知 犬 上 地 域 新 ご み 処 理 施 設 整

備基本計画では、災害廃棄物を処理す

るための余力として 10%を見込んでい

るところであります。  

○議長（上杉正敏君）  角井君。  

○５番（角井英明君） 余力としての

10％は、必ずしないといけないという

認識でいいのでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 国や

県 か ら そ の よ う な 指 針 で 勧 め ら れ て

いるということです。  

○議長（上杉正敏君）  角井君。  

○５番（角井英明君） 彦根市の災害

廃 棄 物 処 理 基 本 計 画 に 目 を 通 し た の

ですけど、災害廃棄物を処理するため

にまず、１次の市民仮置場を作りそこ

で選別をして、次の２次仮置場に持っ

て 行 く と い う こ と が 書 い て あ り ま し

た。災害廃棄物というとすぐに処理す

るものと僕は思いがちなんですけど、

大 災 害 だ と そ の よ う な こ と は 不 可 能

ですし、腐敗性廃棄物を処理したり害

虫 が 発 生 し な い よ う に 真 っ 先 に し な

いといけないと思います。被害が甚大

で市町で処理できないときは、民間や

他 の 自 治 体 に 依 頼 す る シ ス テ ム が で

きているのですから、災害のための用

地 置 場 を 大 き く し て い く 必 要 は な い

のかと思います。  

 細項目３、焼却方式をとらない三豊

市の災害廃棄物への対策は、どうなっ

ているのか。三豊市の災害廃棄物処理

基本計画があると思いますが、どうい

っ た 対 策 を 立 て ら れ て い る の か 教 え

てください。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 三豊

市の災害廃棄物処理計画では、「本市

は、焼却施設を保有していないことか

ら 災 害 廃 棄 物 の 焼 却 処 理 は 困 難 で あ

ると考えられるため、市外での処理お

よ び 仮 設 焼 却 炉 の 建 設 に つ い て 検 討

を行う必要がある。」と記載されてい

ます。  

○議長（上杉正敏君）  角井君。  

○５番（角井英明君） 三豊市に合っ

た考え方だと思います。和田管理者も

伊 藤 議 員 の 質 問 に 災 害 廃 棄 物 の た め

に大きな焼却炉を造るということは、
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考えていないと明言されていて、納得

できる意見だと思いました。  

 大項目３、新ごみ処理施設の建設に

向けたスケジュールについてです。ト

ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 が 可 能 か ど う

かの調査は、今年度の３月末までです。

そ れ を 受 け て 管 理 者 会 の 提 案 を 広 域

議 会 で 議 論 し 決 定 す る 必 要 が あ り ま

す。８月定例会で決定しようとすると、

そ れ ま で に 何 回 か の 臨 時 議 会 が 必 要

になると思うのですけど、処理方式の

決 定 を い つ 頃 と 考 え て い る の か 示 し

てください。中項目１、焼却方式のス

ケジュールについて。細項目１、焼却

方式のスケジュールについて。環境影

響 評 価 と 都 市 計 画 決 定 と の 兼 ね 合 い

もあります。スケジュールの変更はあ

るのでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 先ほ

どご質問にお答えしたとおり、滋賀県

環 境 影 響 評 価 審 査 会 や 各 市 町 の 都 市

計画審議会の審査スケジュールに、大

き く 左 右 さ れ る も の と 考 え て い ま す

が、今後、ごみ処理方式が決定された

場合には、令和 11 年度の新ごみ処理

施設の供用開始に向けて、必要な手続

き を 速 や か に 進 め て い き た い と 考 え

ています。  

○議長（上杉正敏君）  角井君。  

○５番（角井英明君） 分かりました。

中項目２、トンネルコンポスト方式の

スケジュールについて。細項目１、ト

ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 の ス ケ ジ ュ ー

ルについて教えてください。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） トン

ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 の ス ケ ジ ュ ー ル

については、現在、進めている実現可

能性調査において、好気性発酵乾燥方

式 に 決 定 し た 場 合 の 整 備 に 必 要 な 各

業 務 に 関 す る 委 託 内 容 や 許 認 可 関 係

お よ び 建 設 工 事 の ス ケ ジ ュ ー ル を 総

合的に検証し、好気性発酵乾燥方式の

施 設 整 備 ス ケ ジ ュ ー ル を 検 討 す る こ

ととしており、施設整備に向けた必要

な 手 続 き 等 が 今 後 具 体 的 に 判 明 し て

くるものと考えております。  

○議長（上杉正敏君）  角井君。  

○５番（角井英明君） １月に行われ

た 第 ９ 回 連 絡 協 議 会 で 建 設 推 進 室 長

は、2029 年度の供用開始に向けて焼却

をしない関係で生活環境影響調査、環

境 ア セ ス メ ン ト よ り 調 査 し な け れ ば

ならない項目が限定されるようです。

また、調査期間も短期間が想定されま

す。また、施設自体も排ガス処理等の

プ ラ ン ト と 比 較 し て シ ン プ ル な 構 造

で す の で 整 備 期 間 を 短 縮 で き る 可 能

性があると答弁をされています。とす

ると、トンネルコンポスト方式が当圏

域 内 で 実 施 で き る か ど う か 議 論 検 討

で き る 期 間 が 十 分 と れ る と 思 う の で

すが、そのことについての見解をお願

いします。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） その

件につきましては、好気性発酵乾燥方

式 の 整 備 工 程 を 今 回 の 調 査 で コ ン サ

ルタント会社からお示しいただき、ど
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のように短縮できるか、そのあたりが

判明してくると思われます。先日の会

議で言わせてもらったのは、現在の焼

却 方 式 で は 滋 賀 県 の 環 境 影 響 評 価 条

例に基づいてしておりますが、それが

簡 易 ア セ ス に よ り 評 価 項 目 が 少 な く

なりますので、調査期間を短縮できる

可能性もあります。調査結果をいただ

い た 上 で 検 討 し て い く 必 要 が あ る と

思います。  

○議長（上杉正敏君）  角井君。  

○５番（角井英明君） ありがとうご

ざいます。環境アセスも簡易なのでや

れるということで、検討を議会も含め

てできるといいと思いますので、よろ

しくお願いします。以上です。  

○議長（上杉正敏君） 17 番瀧すみ江

さん。  

○ 17 番（瀧すみ江さん）  17 番瀧す

み江です。大項目１で議案第３号につ

いて質問します。中項目１、第 10 条

について。細項目１、彦根愛知犬上広

域 行 政 組 合 個 人 情 報 保 護 審 査 会 は ど

の よ う な メ ン バ ー に な る の か に つ い

て、答弁を求めます。  

○議長（上杉正敏君）  総務課長。  

○総務課長（谷村雅史君） 彦根愛知

犬 上 広 域 行 政 組 合 個 人 情 報 保 護 審 査

会のメンバーは、本条例付則第４条の

規定により、令和４年 12 月１日から

ご 就 任 い た だ い て お り ま す 個 人 情 報

保護審査会の委員が、引き続きご就任

いただくこととなります。この個人情

報保護審査会の委員につきましては、

構 成 団 体 で あ り ま す １ 市 ４ 町 か ら そ

れぞれ１名ずつご推薦いただき、５名

の 方 に 審 査 会 委 員 と し て 委 嘱 し て お

ります。なお、委員の構成につきまし

ては、学識経験者、元行政職員、弁護

士等で構成されております。  

○議長（上杉正敏君）  瀧さん。  

○ 17 番（瀧すみ江さん） 次に、中項

目２、国との関係についてです。細項

目１、国に個人情報を提供することは

あるのかについて答弁を求めます。  

○議長（上杉正敏君）  総務課長。  

○総務課長（谷村雅史君） 国に当組

合 が 保 有 す る 個 人 情 報 を 提 供 す る こ

とはあるのか、のご質問にお答えさせ

ていただきます。個人情報の保護に関

する法律第 69 条第１項により、原則

と し て 利 用 目 的 以 外 の 目 的 の た め に

利 用 お よ び 提 供 す る こ と が 禁 止 さ れ

ております。ただし、例外として、同

条第２項第１号から第４号において、

本人の同意があるとき、または本人に

提供するとき等のほか、他の行政機関、

独立行政法人等、地方公共団体または

地 方 独 立 行 政 法 人 に 保 有 す る 個 人 情

報を提供できるのは、提供を受ける者

が 法 令 の 定 め る 事 務 ま た は 業 務 の 遂

行に必要な限度で個人情報を利用し、

かつ、当該個人情報を利用するのに相

当 の 理 由 が あ る 場 合 に 提 供 で き る こ

ととなっております。なお、これまで

当組合では、他の行政機関、地方公共

団体等に対しまして、保有する個人情

報の提供を行ったことはありません。 

今後も、法令等を遵守してまいりたい

と 考 え て お り ま す の で ご 理 解 い た だ
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きますようお願いいたします。  

○議長（上杉正敏君）  瀧さん。  

○ 17 番（瀧すみ江さん） 再質問させ

ていただきます。今まで国に個人情報

の 提 供 を し た こ と が な い と い う こ と

ですが、先ほど言われたように、提供

できる場合、個人が分からないように

とかなると思うのですが、どのような

こ と に 注 意 さ れ て 提 供 さ れ る の か 答

弁をお願いします。  

○議長（上杉正敏君）  総務課長。  

○総務課長（谷村雅史君） どういう

ふうにというご質問ですけれども、あ

く ま で 個 人 情 報 を 利 用 す る の に 相 当

の 理 由 が あ る 場 合 に 提 供 で き る の で

あって、個人の方がその情報を提供す

ることに反対された場合は、提供でき

ないものと考えております。  

○議長（上杉正敏君）  瀧さん。  

○ 17 番（瀧すみ江さん） 大項目２、

議案第６号について質疑をします。中

項目１、第１条について。細項目１、

附則第２項および第３項について、各

期 間 の 対 象 者 は 何 人 い る の か 答 弁 を

求めます。  

○議長（上杉正敏君）  総務課長。  

○総務課長（谷村雅史君） 現在のと

ころ、派遣職員を除いた組合職員で、

定 年 等 に 関 す る 経 過 措 置 に 定 め る 各

期 間 に お け る 退 職 対 象 者 は お り ま せ

ん。  

○議長（上杉正敏君）  瀧さん。  

○ 17 番（瀧すみ江さん） 分かりまし

た。次に大項目３、新ごみ処理施設に

ついて。中項目１、固形燃料について

質問します。１月 27 日に私も香川県

三 豊 市 の バ イ オ マ ス 資 源 化 セ ン タ ー

み と よ へ 視 察 に 行 か せ て い た だ き ま

した。視察をして建設費も抑えられ環

境 に 優 し い 施 設 で あ る こ と が 分 か り

ました。焼却方式からの脱却を試みる

検証に対して評価をいたします。リバ

ー ス セ ン タ ー で 作 ら れ て い る 固 形 燃

料 Ｒ Ｄ Ｆ は 大 量 の プ ラ ス チ ッ ク や 紙

類また、生ごみなどを燃料を使って乾

燥させたものです。トンネルコンポス

ト 方 式 で 作 ら れ た 三 豊 市 の 固 形 燃 料

は、ＲＰＦとも呼ばれるもので、生ご

み 以 外 の 汚 れ た 紙 類 や 汚 れ た プ ラ ス

チック類は、生ごみが発酵したときに

発生する約 70 度の熱を利用して乾燥

させ固形燃料にしています。混入して

い る 塩 化 ビ ニ ー ル な ど を 選 別 機 で 分

別 し 排 除 す る の で 固 形 燃 料 に は 含 ま

れていません。三豊市では汚れていな

い 紙 類 や プ ラ ス チ ッ ク 製 品 は 分 別 さ

れているので、施設で処理している燃

や せ る ご み 自 体 減 量 さ れ て い る 印 象

を持ちましたし、その半分以上が生ご

み と の こ と な の で 固 形 燃 料 化 す る の

は 搬 入 量 の 半 分 以 下 と い う こ と に な

ります。固形燃料を三豊市さんからい

ただいたので、一部分を切って水に浸

してみました。かなり固いものでなか

なか切れませんでした。水に浸けて戻

っ た 物 質 の 中 で ち ぎ れ な い 固 い 物 質

を プ ラ ス チ ッ ク と し て 分 別 を し ま し

た。その結果プラスチックは全体の約

６分の１ぐらいで、16.7％でした。リ

バ ー ス セ ン タ ー の 資 料 の ご み 質 分 析
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結果では、ビニール類は令和３年度平

均で 36.94％でした。この違いは分別

の違いだと考えます。  

細項目１、三豊市は、プラスチック

製 容 器 包 装 や 紙 製 容 器 包 装 を 分 別 し

て収集し、汚れたプラスチック容器や

紙 だ け を 燃 や せ る ご み に 出 し て い ま

すから、同じ固形燃料でも品質が違う

と考えます。ごみを細かく分別して減

量化に取り組むことは、環境にやさし

い社会を作る第１歩だと考えます。今

後、ごみの分別を前に進め、ごみの減

量化に努めることを求めますが、その

見解を問います。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） ごみ

の分別・減量については、令和４年３

月に１市４町で策定されました「彦根

愛 知 犬 上 地 域 一 般 廃 棄 物 処 理 基 本 計

画」で定められております。当組合と

しましては、その計画で定められまし

た分別や減量目標に基づき、適正に処

理 が 行 え る 施 設 整 備 を 行 っ て い き ま

す。  

○議長（上杉正敏君）  瀧さん。  

○ 17 番（瀧すみ江さん） 本当に分別

ということが、全ての基本だと思いま

す。固形燃料の方式になったとしても、 

搬出する量も減ってきますので、分別

減 量 化 に 努 め る こ と を 求 め て お き ま

す。  

 次に細項目２、トンネルコンポスト

方式の検証が進められていますが、固

形 燃 料 の 引 取 先 を 確 保 す る こ と を 外

してはいけないと思います。公害を出

さ な い 方 法 で 処 理 が で き る 安 定 的 な

取 引 先 を 確 保 す る こ と を 大 前 提 に す

ることを求めるので、その見解を問い

ます。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 現在

行 っ て お り ま す 実 現 可 能 性 調 査 に お

いて、大気汚染防止法等の規制による

公害対策をされていることを前提に、

近 隣 地 域 の ボ イ ラ ー 所 有 会 社 を 対 象

に需要先調査を進めております。固形

燃料の取引先については、調査結果を

基に検討を進めていく予定です。  

○議長（上杉正敏君）  瀧さん。  

○ 17 番（瀧すみ江さん） 今のことに

ついて、再質問させていただきます。

引 取 先 を 探 す こ と は 困 難 な 課 題 で あ

るかもしれませんが、焼却方式に後戻

り し な い で そ の こ と を ク リ ア す る た

めに努力されることを求めますので、

再度その見解を求めます。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 現在

平 行 し て 検 討 し て い る と こ ろ で す の

で、好気性発酵乾燥方式につきまして

は、ご指摘いただいた点は公害対策等

を 含 め て 慎 重 に 検 証 し て い き た い と

考えております。  

○議長（上杉正敏君）  瀧さん。  

○ 17 番（瀧すみ江さん） 次に、中項

目２、環境影響評価業務についてです。

環 境 影 響 評 価 準 備 書 に つ い て は 住 民

説明会で公告・縦覧をしておりますが、

ご み 焼 却 方 式 の 処 理 方 法 が 記 載 さ れ

ております。  
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 細項目１、処理方法がトンネルコン

ポスト方式に変更になるとすれば、環

境 影 響 評 価 準 備 書 の 住 民 説 明 会 や 公

告・縦覧は、やり直しになるのかどう

かについて、見解を問います。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 滋賀

県 環 境 影 響 評 価 条 例 に お け る 審 査 対

象施設の要件は、ごみ焼却施設におい

て 1 時間当たり４トン以上の処理を

行う施設規模となることから、焼却を

行 わ な い 好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 に 変 更

した場合には、環境影響評価条例にお

ける審査対象外の施設となります。こ

うしたことから、環境影響評価業務に

ついては取り止めて、改めて廃棄物の

処 理 及 び 清 掃 に 関 す る 法 律 に 基 づ く

簡 易 ア セ ス と な る 生 活 環 境 影 響 調 査

を行い、調査結果を公告・縦覧するこ

とになり、調査結果によっては、住民

説 明 会 の 開 催 を 検 討 し て い き た い と

考えております。  

○議長（上杉正敏君）  瀧さん。  

○ 17 番（瀧すみ江さん） 愛荘町にお

き ま し て も 都 市 計 画 審 議 会 で 組 合 の

方に来ていただいて、都市計画でそう

い う こ と を 決 め る と い う 説 明 を さ れ

ました。それについてどうなるのか、

答弁をお願いします。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 各市

町 で お 願 い し て い る 審 査 会 に つ き ま

しては、焼却方式を前提として意見を

お伺いしていましたので、前提が変わ

りますと、そのあたりも取り止めにな

ると考えております。  

○議長（上杉正敏君）  瀧さん。  

○ 17 番（瀧すみ江さん） 分かりまし

た。これで終わらせていただきます。 

○議長（上杉正敏君）  続きまして、

６番西澤伸明君。  

○６番（西澤伸明君） 大項目１、新

ご み 処 理 施 設 整 備 計 画 に つ い て で あ

ります。ごみ処理広域化の方針が出さ

れ た と き か ら 焼 却 一 辺 倒 の 流 れ の 中

で、脱ＣＯ 2、住民負担の軽減の二つ

の中心的な理念の下、脱焼却であるト

ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 の 採 用 が 可 能

か ど う か の 検 討 に 踏 み 出 し た 和 田 管

理者はじめ、当局の姿勢を歓迎するも

のです。この自治体のごみ処理に対す

る基本姿勢は大変重要だと考えます。

同 時 に 今 後 予 想 さ れ る 事 業 展 開 は 決

し て 単 純 一 直 線 で は な い と 思 い ま す

ので、検討・検証に着手した当初の理

念 を 貫 い て 様 々 な 課 題 を 克 服 し て 進

むことを要請するものであり、私達も

困 難 な 課 題 克 服 の た め に 共 に 知 恵 を

出 し 尽 力 す る こ と が 重 要 だ と 考 え て

以下の事項を質問します。  

 中項目１、基本計画に基づき進めて

き た 従 来 路 線 か ら ト ン ネ ル コ ン ポ ス

ト 方 式 採 用 の 検 討 を 開 始 し た こ と に

ついて。これは、繰り返しになります

が、確認のためよろしくお願いします。 

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 世界

的 な 温 室 効 果 ガ ス の 排 出 削 減 の 流 れ

の中、当圏域における二酸化炭素排出

量の削減等、環境負荷の低減効果が期
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待でき、また１市４町の厳しい財政状

況の中、できる限り負担を少なくする

ため、今まで進めてきた熱焼却方式と

並行して、新たな方式である好気性発

酵 乾 燥 方 式 に つ い て も 検 討 す る こ と

にしたものです。  

○議長（上杉正敏君）  西澤君。  

○６番（西澤伸明君） 細項目２、本

圏域で可能性を見出した根拠と理由。

これは、必要性を強く感じたと思いま

すけど、その点どうでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 香川

県 三 豊 市 の バ イ オ マ ス 資 源 化 セ ン タ

ーみとよへ管理者、副管理者が視察に

行かれ、実際に燃やさずに一般廃棄物

を 処 理 す る 仕 組 み や 資 源 化 し た 固 形

燃料の原料を見ることができ、この方

式であれば、当圏域でも導入できるの

で は な い か と 可 能 性 を 感 じ た こ と か

らであります。  

○議長（上杉正敏君）  西澤君。  

○６番（西澤伸明君） 中項目２にい

きますが、仮にトンネルコンポスト方

式 を 採 用 し た 場 合 の 効 果 と 課 題 に つ

いてであります。細項目１、現時点で

考 え ら れ る 効 果 と 課 題 は ど の よ う な

ものを想定されていますか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 財政

負 担 の 軽 減 と 二 酸 化 炭 素 の 削 減 効 果

があると考えております。課題につき

ましては、先ほどからお答えしたとお

り、固形燃料の需要先確保などが課題

と考えております。  

○議長（上杉正敏君）  西澤君。  

○６番（西澤伸明君）  その内ＣＯ 2

の 削 減 効 果 を 圏 域 の 今 の ご み 量 か ら

試算するとどれくらいになるか、調査

項 目 に 入 っ て い れ ば そ の こ と も お 答

えください。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） ＣＯ

2 の削減については、実現可能性調査

で 排 出 量 の 調 査 を 行 っ て お り ま す の

で、現時点ではお答えできないですが、

調査には含まれています。  

○議長（上杉正敏君）  西澤君。  

○６番（西澤伸明君） 踏み出した理

念の一つですから、どのくらいのＣＯ

2 の削減になるのか。専門の方が分析

すればすぐに分かることですけども、

私共は素人ですので、その点分かりや

すく説明をお願いしたいと思います。 

 細項目３、従来計画のままで進めた

場合の 290 億円プラス用地取得費、現

時点で 27 億円と発表されているアク

セ ス 道 路 新 設 費 用 と 比 較 し て ト ン ネ

ルコンポスト方式だと費用は、おおよ

そ ど れ 位 を 想 定 し て い る の で し ょ う

か。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 実現

可 能 性 調 査 で 施 設 整 備 費 を 調 査 し て

おりますので、現時点では試算してい

ないところです。  

○議長（上杉正敏君）  西澤君。  

○６番（西澤伸明君） バイオマス資

源 化 セ ン タ ー み と よ の 場 合 を 例 に と

りながらどれぐらいが削減されるか。
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それから、人口規模、ごみの量にもよ

りますが、見通しは全くたたないので

はなく、このぐらいという想定はどう

でしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） そち

らにつきましては、人口規模やごみ量

だ け で 比 較 で き る も の で は な い と 考

えておりますので、専門家の調査結果

もしくは、事業者からの回答を待たな

い と お 答 え で き な い 状 況 で ご ざ い ま

す。  

○議長（上杉正敏君）  西澤君。  

○６番（西澤伸明君） 分かりました。

細項目４、管理運営費用も調査結果が

出ればということですけど、これも今

の時点では、想定が難しいということ

でしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 先ほ

ども申しましたが、運営管理費につい

て 好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 の 整 備 事 業 者

に対し調査しておりますので、現時点

では試算できません。  

○議長（上杉正敏君）  西澤君。  

○６番（西澤伸明君） 細項目５、瀧

議員も言われましたが、各市町でのご

み分別、生ごみ、紙、プラスチックな

どですが多いところだと 30 数種類の

分別をされておりますし、三豊市の報

告をみると 19 の分別をされています。

そ う い う 点 で も ト ン ネ ル コ ン ポ ス ト

方式になったとしても、減量、分別の

徹底が大事だと思いますけど、いかが

でしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 当組

合としましては、処理施設整備の点か

ら、各市町にはごみ処理基本計画に基

づきまして、引き続きごみの分別と減

量 に 取 り 組 ん で い た だ く 必 要 が あ る

と考えております。  

○議長（上杉正敏君）  西澤君。  

○６番（西澤伸明君） この項目の再

質問ですけど、ごみの減量と分別につ

いて、彦根市と犬上３町でごみの抜本

的 削 減 を 求 め る 請 願 が 揃 っ て 採 択 さ

れ る と い う 新 し い 変 化 が 生 れ て い ま

す。新しい方式になってもこれまで合

意したごみ分別の拡充、１市３町で採

択 さ れ た 請 願 の 具 体 化 を 促 す 取 り 組

み が 当 組 合 で も 必 要 と 考 え ま す が そ

の点どうでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 議員

が お っ し ゃ る ご み 減 量 の 取 り 組 み は

承知しております。ただ、こちらの分

別等につきましては、所管は市町が責

任 を も っ て 取 り 組 み を さ れ る と お 聞

きしていますので、それを受けて減量

策 を 進 め て い た だ き た い と 考 え て お

おります。  

○議長（上杉正敏君）  西澤君。  

○６番（西澤伸明君） 促す取り組み

を言っていますので、施設整備をする

組合の役割からいえば、分別の主体的

な責任は各市町だと思います。その各

市 町 が 取 り 組 む 上 で 当 組 合 も 促 し て

い く 姿 勢 で 臨 ん で い た だ き た い と 思

います。  
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 細項目６です。処理後の生成物であ

る 固 形 燃 料 の 引 取 先 の 安 定 的 な 確 保

が必要となると思います。現時点での

見通しはどうなんでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 実現

可能性調査において、新ごみ処理施設

で 成 形 し た 固 形 燃 料 の 需 要 先 調 査 を

行っておりますので、受け入れ可能な

会社に対して、具体的な受け入れ体制

や 条 件 等 に つ い て の ヒ ア リ ン グ を 想

定しているところです。  

○議長（上杉正敏君）  西澤君。  

○６番（西澤伸明君） 分かりました。

速やかに議員と共有して、議論ができ

るようにお願いしたいと思います。  

 中項目３、トンネルコンポスト方式

の 検 討 開 始 と そ の 方 式 を 採 用 し た 場

合 の 建 設 候 補 地 の 決 定 等 に つ い て で

あります。細項目１、昨年８月定例会

において、候補地決定議案については、

本 年 ２ 月 定 例 会 あ る い は 臨 時 会 で の

上程を想定されていたと思いますが、

候 補 地 の 決 定 は 様 々 な 検 討 が 必 要 で

あり、今の段階では困難と思いますが、

見解をお願いします。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 候補

地決定議案の上程については、実現可

能 性 調 査 の 結 果 を 踏 ま え て 判 断 し て

いくこととなりますので、上程時期は

未定であります。  

○議長（上杉正敏君）  西澤君。  

○６番（西澤伸明君） 細項目２、西

清崎・荒神山麓の既定路線か、それと

も 適 切 な 場 所 へ の 変 更 が あ り 得 る と

いう選択肢が増えるわけですけど、こ

れ も 調 査 結 果 に よ る も の と 理 解 し て

よろしいのでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 議員

がおっしゃるとおり、この実現可能性

調 査 の 結 果 を 受 け て 検 討 し て い く こ

ととなります。  

○議長（上杉正敏君）  西澤君。  

○６番（西澤伸明君） 細項目３、運

搬効率・利便性ならびにリバースセン

タ ー で の Ｒ Ｄ Ｆ 方 式 か ら の 脱 却 を 迫

られる４町の実情から、彦根市と４町

のそれぞれの枠組みでの分散処理。リ

バースセンター組、清掃センター組こ

う い う こ と も 選 択 肢 の 一 つ に 加 え ら

れる可能性、つまりごみ量が多い段階

で 好 気 性 発 酵 乾 燥 方 式 の 効 果 が で て

くるのかということもあります。だか

ら １ 方 式 ２ 分 散 も あ り 得 る と 考 え ら

れますけどどうでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 当組

合としては、１市４町の圏域内で発生

す る ご み を 適 正 か つ 効 率 的 に 処 理 す

るために、広域で取り組むものと認識

しております。  

○議長（上杉正敏君）  西澤君。  

○６番（西澤伸明君）  再質問です。

そういう場合広大な敷地がいる。ない

しは２階建て、３階建という発言もあ

りました。そういうことから広さの点、

候 補 地 選 定 の 点 で も や り 直 し と 見 通

し の 点 で も 明 る い 見 通 し が あ る の か
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十 分 考 え て い く 必 要 が あ る と 思 い ま

すが、その点どうでしょうか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 今回

の 検 討 材 料 が 揃 わ な い こ と に は 条 件

等もはっきりと分かりません。第一に

可 能 性 が あ る か ど う か の 調 査 で す の

でそれを踏まえてとなります。  

○議長（上杉正敏君）  西澤君。  

○６番（西澤伸明君） 細項目４、現

在の候補地は土砂災害特別警戒地域、

軟弱地盤、浸水想定区域等の問題、ま

た信仰、市民憩いの場であることなど

「不適格地」との批判を受けており、

建 設 候 補 地 の 再 検 討 は 必 須 の 課 題 と

なるのではないかと思いますし、トン

ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 の 場 合 で も 臭 い

と搬入を考える必要があり、重要な検

討課題だと思いますが、いかがでしょ

うか。  

○議長（上杉正敏君） 建設推進室長。 

○建設推進室長（牛澤史幸君） 議員

が 指 摘 さ れ て い ま す 不 適 格 地 と の 批

判 を 受 け て い る と い う こ と に つ き ま

しては、それぞれの対策を検討し、環

境 影 響 評 価 の 住 民 説 明 会 等 で ご 説 明

をしており、現建設候補地の再検討は

必 須 の 課 題 で あ る と は 考 え て お り ま

せんが、先ほども申し上げましたよう

に、調査結果を踏まえて再検討したい

と思います。  

○議長（上杉正敏君）  西澤君。  

○６番（西澤伸明君） 再検討の課題

の中に費用が膨らむというのは、除去

す る 対 策 の 点 で 大 変 費 用 が か か り ま

す。そういうことも重要な検討課題と

考 え て い く 必 要 が あ る こ と を 指 摘 さ

せていただきたいと思います。最後に

環 境 問 題 に 取 り 組 む 有 志 の 方 と 愛 知

県 の 豊 橋 市 の バ イ オ マ ス セ ン タ ー を

見学しました。豊橋市のバイオマスセ

ンターは、三豊市の発酵方式よりも発

展させています。生ごみと下水汚泥と

し 尿 汚 泥 を 混 合 し て バ イ オ ガ ス を 発

酵させて固形燃料を作ります。バイオ

マスは発電に使っています。総合処理

による費用削減効果もあります。豊橋

市 の バ イ オ マ ス セ ン タ ー の 検 証 と 視

察 も ぜ ひ 検 討 し て い た だ き た い と 思

います。そしてトンネルコンポスト方

式 を 採 用 す る 場 合 の 不 安 材 料 が 今 日

語られましたが、それも含めて克服す

る重要性を提起させていただいて、一

般質問を終わります。  

○議長（上杉正敏君） 以上で事前通

告 が あ っ た 質 疑 な ら び に 一 般 質 問 が

終了しましたので、議案第１号から議

案 第 ７ 号 ま で に 対 す る 質 疑 な ら び に

一般質問を終結いたします。  

 

日 程 第 ７  議 案 第 １号 か ら 議 案 第 ７

号まで（討論、採決）  

○議長（上杉正敏君） 次に、日程第

７、議案第１号から議案第７号までに

対する討論を行います。  

 討論はありませんか。  

（「あり」と呼ぶ者あり）  

○議長（上杉正敏君） では、暫時休

憩をいたしまして、討論の発言順位を

決めさせていただきます。  
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 暫時休憩いたします。  

 

〔午後 5 時 17 分休憩〕  

 

〔午後 5 時 25 分再開〕  

 

○議長（上杉正敏君） 休憩前に引き

続き会議を開きます。  

 まず、原案に反対の 17 番瀧すみ江

さん。  

○ 17 番（瀧すみ江さん）  17 番、瀧

すみ江です。議案第３号に対する反対

討論を行います。議案第３号  彦根愛

知 犬 上 広 域 行 政 組 個 人 情 報 の 保 護 に

関 す る 法 律 施 行 条 例 案 に 対 し 反 対 を

表明します。彦根愛知犬上広域行政組

合個人情報保護条例は、個人情報保護

の た め に 細 か い 規 定 が な さ れ て い ま

す。本議案は、この条例を廃止してデ

ジ タ ル 社 会 の 形 成 を 図 る た め の 関 係

法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 の 一 環 で あ

る、個人情報の保護に関する法律の改

定に伴い、その適用を受け施行に必要

と な る 事 項 に つ い て 定 め る と い う 内

容です。このことから改定された個人

情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 そ の も の に

ついて論じさせていただきます。  

 反対理由の第一は、個人情報保護を

ないがしろにし、プライバシーを侵害

するおそれがあるからです。既に国や

独 立 行 政 法 人 は 大 量 の 個 人 情 報 フ ァ

イルを非識別加工し、民間利活用の提

案募集にかけています。プライバシー

に 関 わ る 情 報 を 本 人 が 知 ら ぬ 間 に 行

政 か ら 民 間 へ デ ー タ 提 供 す る の が そ

の制度です。さらに本案は個人情報保

護法制の一元化により、地方行政が独

自 に 制 定 す る 個 人 情 報 保 護 の 条 例 に

も縛りをかけるものです。また、条例

に よ る 個 人 情 報 の オ ン ラ イ ン 結 合 の

禁止を認めないとしています。個人情

報保護の仕組みを切り捨て、地方で築

き 上 げ て き た 保 護 の た め の 制 度 を 壊

すことになります。  

 第二は、地方自治に対する侵害です。

本案では、国と地方行政の情報システ

ムの共同化・集約を掲げており、地方

行 政 は 国 が 作 る 鋳 型 に 収 ま る 範 囲 の

施 策 し か 行 え な い こ と に な り か ね ま

せん。以上、プライバシー侵害のおそ

れ、また地方自治に対する侵害の２点

の 問 題 点 を 訴 え て 反 対 討 論 と い た し

ます。  

○議長（上杉正敏君） 次に５番角井

英明君。  

○ ５ 番 （ 角 井 英 明 君 ）  議 案 第 １ 号  

令 和 ４ 年 度  彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政

組 合 一 般 会 計 補 正 予 算 に 賛 成 す る 討

論です。賛成する理由は、いままでの

焼却方式を見直し、トンネルコンポス

ト 方 式 の 可 能 性 を 検 証 す る こ と を 含

めた補正予算だからです。焼却方式に

比べ、トンネルコンポスト方式がなぜ

い い の か 補 正 予 算 案 の 概 要 に あ る よ

うに、費用が安価で環境負荷が小さい

と言われているからです。この理由に

反対する人はいないと思います。本圏

域内での実現可能性については、今年

度 末 の 調 査 検 証 結 果 を 待 つ こ と に な

りますが、三豊市への現地視察に行っ
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てみて、セカンドオピニオンとしてト

ン ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 の 調 査 検 証 に

踏 み 出 す 決 意 を し た 管 理 者 へ の 敬 意

がより大きくなりました。現地の説明

では、MBT(メカニカル・バイオロジカ

ル・トリートメント )を協調をされて

いたと感じました。破砕機や選別機の

ような機械 (メカニカル )と、微生物に

よ る 発 酵 (バ イ オ ロ ジ カ ル )を 上 手 く

処理 (トリートメント )する方式です。

微 生 物 を 利 用 し て 機 械 の 使 用 を で き

る だ け 少 な く し て い こ う と い う 考 え

方です。将来世代のために費用削減と

環境負荷を小さくしていくには、トン

ネ ル コ ン ポ ス ト 方 式 の よ う な 脱 焼 却

方式しかないのだと考え、議案第１号

に賛成します。  

○議長（上杉正敏君） 次に６番西澤

伸明君。  

○６番（西澤伸明君） 私は、議案第

２号  令和５年度 (2023 年度 )の一般

会計予算に賛成討論を行います。ごみ

の 広 域 処 理 の 方 針 が 打 ち 出 さ れ て か

ら、新ごみ処理施設整備計画では焼却

方 式 以 外 は 全 く 検 討 さ れ て こ な か っ

た経緯の中、トンネルコンポスト方式

に よ る ご み 処 理 が 可 能 か ど う か の 検

討 に 踏 み 出 し た こ と を 大 い に 歓 迎 す

るものです。この３月末には、コンサ

ルからの調査結果報告を受け、来年度

早 々 に は 管 理 者 会 等 で 協 議 さ れ る と

認識しています。本組合の重要な焦点

となっている、新ごみ処理施設建設事

業 に お い て 令 和 ５ 年 度 当 初 予 算 案 の

概要書では、トンネルコンポスト方式

の 本 圏 域 で の 実 現 可 能 性 調 査 を 検 討

結果の上、処理方式について令和５年

度 の 早 い 段 階 で 方 向 性 を 定 め る 予 定

でありますが、それまでは云々となっ

ています。方向性を定める上で、脱焼

却 の 選 択 肢 は 大 変 重 要 で 和 田 管 理 者

が 表 明 さ れ た カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル

の達成、構成市町の財政負担軽減の理

念は時代の要請に応え、道理ある道だ

と確信しています。ですから今後、困

難 な 課 題 に 直 面 す る こ と も 予 想 さ れ

ると思いますが、管理者はじめ事務局

の 皆 さ ん は 困 難 な 課 題 が あ る か ら と

の 事 情 か ら 決 し て 後 戻 り し な い 強 い

決 意 で 臨 ん で い た だ く こ と を 本 議 案

を 賛 成 す る に 当 た っ て 要 請 す る も の

です。そして、コンサルタントの検討

結果の速やかな公表を求め、議会とあ

るべき姿を共有し課題解決のため、私

た ち 日 本 共 産 党 も 尽 力 す る こ と を 表

明して討論とさせていただきます。  

○議長（上杉正敏君） これより、議

案第１号から議案第７号までを、議案

ごとに採決を行います。  

ま ず 、 議 案 第 １ 号  令 和 ４ 年 度

（ 2022 年度）彦根愛知犬上広域行政組

合一般会計補正予算（第４号）を、原

案のとおり決することに、賛成の諸君

の起立を求めます。  

〔賛成者起立〕  

○議長（上杉正敏君） ご着席くださ

い。起立全員であります。よって、議

案第１号  令和４年度（ 2022 年度）彦

根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 一 般 会 計 補

正予算（第４号）は、原案のとおり可
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決されました。  

 次 に 、 議 案 第 ２ 号  令 和 ５ 年 度

(2023 年度 )彦根愛知犬上広域行政組

合 一 般 会 計 予 算 を 原 案 の と お り 決 す

ることに、賛成の諸君の起立を求めま

す。  

〔賛成者起立〕  

○議長（上杉正敏君） ご着席くださ

い。起立全員であります。よって、議

案第２号  令和５年度 (2023 年度 )彦

根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組 合 一 般 会 計 予

算は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第３号  彦根愛知犬上広

域 行 政 組 合 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る

法 律 施 行 条 例 案 を 原 案 の と お り 決 す

ることに、賛成の諸君の起立を求めま

す。  

〔賛成者起立〕  

○議長（上杉正敏君） ご着席くださ

い。起立多数であります。よって、議

案 第 ３ 号  彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組

合 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 施 行

条例案は、原案のとおり可決されまし

た。  

 次に、議案第４号  彦根愛知犬上広

域 行 政 組 合 斎 場 の 設 置 お よ び 管 理 に

関 す る 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 案

を原案のとおり決することに、賛成の

諸君の起立を求めます。  

〔賛成者起立〕  

○議長（上杉正敏君） ご着席くださ

い。起立全員であります。よって、議

案 第 ４ 号  彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組

合 斎 場 の 設 置 お よ び 管 理 に 関 す る 条

例の一部を改正する条例案は、原案の

とおり可決されました。  

 次に、議案第５号  彦根愛知犬上広

域 行 政 組 合 情 報 公 開 条 例 の 一 部 を 改

正 す る 条 例 案 を 原 案 の と お り 決 す る

ことに、賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕  

○議長（上杉正敏君） ご着席くださ

い。起立全員であります。よって、議

案 第 ５ 号  彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組

合 情 報 公 開 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条

例案は、原案のとおり可決されました。 

 次に、議案第６号  彦根愛知犬上広

域 行 政 組 合 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条

例 等 の 一 部 を 改 正 す る 等 の 条 例 案 を

原案のとおり決することに、賛成の諸

君の起立を求めます。  

〔賛成者起立〕  

○議長（上杉正敏君） ご着席くださ

い。起立全員であります。よって、議

案 第 ６ 号  彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組

合 職 員 の 定 年 等 に 関 す る 条 例 等 の 一

部を改正する等の条例案は、原案のと

おり可決されました。  

 次に、議案第７号  彦根愛知犬上広

域 行 政 組 合  第 １ 号  会 計 年 度 任 用 職

員の報酬、期末手当および費用弁償に

関 す る 条 例  お よ び  彦 根 愛 知 犬 上 広

域 行 政 組 合  第 ２ 号  会 計 年 度 任 用 職

員 の 給 与 お よ び 旅 費 に 関 す る 条 例 の

一 部 を 改 正 す る 条 例 案 を 原 案 の と お

り決することに、賛成の諸君の起立を

求めます。  

〔賛成者起立〕  

○議長（上杉正敏君） ご着席くださ

い。起立全員であります。よって、議
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案 第 ７ 号  彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組

合  第１号  会計年度任用職員の報酬、

期 末 手 当 お よ び 費 用 弁 償 に 関 す る 条

例  お よ び  彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組

合  第 ２ 号  会 計 年 度 任 用 職 員 の 給 与

お よ び 旅 費 に 関 す る 条 例 の 一 部 を 改

正する条例案は、原案のとおり可決さ

れました。  

 

日程第８  会議案第１号   

○議長（上杉正敏君） 次に、日程第

８、会議案第１号  彦根愛知犬上広域

行 政 組 合 議 会 の 個 人 情 報 の 保 護 に 関

する条例案を議題といたします。  

提案者の説明を求めます。安澤議員。 

○ 16 番（安澤勝君） それでは、私の

方から２月定例会で上程します、会議

案 第 １ 号  彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組

合 議 会 の 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 条

例案について、説明いたします。  

 こ れ ま で の 地 方 議 会 の 個 人 情 報 の

取り扱いにおきましては、地方公共団

体が定める個人情報保護条例により、

そ の 取 り 扱 い を 規 定 し て お り ま し た

が、令和３年５月に交付されましたデ

ジ タ ル 社 会 の 形 成 を 図 る た め の 関 係

法 律 の 整 備 に 関 す る 法 律 に よ り 個 人

情 報 の 保 護 に 係 る 関 連 三 法 が 統 合 さ

れ、令和５年４月１日より地方公共団

体についても、個人情報保護法の適用

を受けることとなりました。しかし、

一方で、地方議会におきましては、国

会、裁判所と同様に、自律的な対応の

も と 個 人 情 報 の 保 護 が 図 ら れ る こ と

が望ましいことから、同法の適用除外

となっております。つきましては、広

域 行 政 組 合 と 広 域 行 政 組 合 議 会 と で

個 人 情 報 の 取 り 扱 い に 差 異 が 生 じ な

いよう、取り扱いのルールを規定する

ために、新たに条例を制定するもので

す。  

○議長（上杉正敏君） これより会議

案の質疑を行います。質疑の通告書が

提出されておりませんので、質疑なし

と認めます。以上で、会議案第１号に

対する質疑を終結いたします。  

 次に、会議案第１号に対する討論を

行います。討論は、ありませんか。  

 瀧さん。  

○ 17 番（瀧すみ江さん） 会議案第１

号に関する反対討論を行います。会議

案 第 １ 号  彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政 組

合 議 会 の 個 人 情 報 保 護 に 関 す る 法 律

案に対して反対を表明します。議案第

３号は、彦根愛知犬上広域行政組合個

人 の 情 報 保 護 に 関 す る 法 律 施 行 条 例

案でしたが、その理解については国会

や 裁 判 所 が 法 に よ る 個 人 情 報 の 取 り

扱 い に 係 る 対 象 と な っ て い な い こ と

との整合性を図るため、基本的に地方

公 共 団 体 の 機 関 か ら 除 外 さ れ る こ と

に伴い、彦根愛知犬上広域行政組合議

会 の 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 条 例 案

が提出されました。こちらもデジタル

社 会 の 形 成 を 図 る た め の 関 係 法 律 の

整備に関する法律の一環である、個人

情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 の 改 定 に 伴

う条例制定案です。先に審議されまし

た議案第３号と同じ理由、すなわちプ

ライバシーの侵害のおそれ、また地方
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自 治 に 対 す る 侵 害 の ２ 点 の 問 題 を 訴

えて反対討論といたします。  

○議長（上杉正敏君） これより、会

議案第１号に対する採決を行います。 

会 議 案 第 １ 号  彦 根 愛 知 犬 上 広 域

行 政 組 合 議 会 の 個 人 情 報 の 保 護 に 関

す る 条 例 案 を 原 案 の と お り 決 す る こ

とに、賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕  

○議長（上杉正敏君） ご着席くださ

い。起立多数であります。よって、会

議 案 第 １ 号  彦 根 愛 知 犬 上 広 域 行 政

組 合 議 会 の 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る

条例案は、原案のとおり可決されまし

た。  

以上をもちまして、今定例会に付議

されました議案は、全て議了いたしま

した。  

これにて、令和５年２月彦根愛知犬

上 広 域 行 政 組 合 議 会 定 例 会 を 閉 会 い

たします。皆様、ご苦労様でございま

した。  

 

午後 5 時 41 分閉会  
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令和５年２月 22 日 (水曜日 ) 

       午後 2 時 00 分開会  

 

○副議長（松居亘君） 皆さん、こん

にちは。本日は大変お忙しい中、お集

まりいただきまして、誠にありがとう

ございます。  

 去る、２月 13 日に開催しました当

組 合 議 会 全 員 協 議 会 で も 申 し 上 げ ま

したが、杉原前議長が 12 月 31 日をも

って、彦根市議会議員を辞職されたこ

とから、議長不在になりましたので、

本 日 の 定 例 会 で は 議 長 が 選 挙 さ れ る

までの間、議長の職務を副議長の私が

務めさせていただきます。  

 それでは、定例会前にお時間をいた

だき、全員協議会を行います。  

 本日の定例会の欠席者について、事

務局から報告させていただきます。事

務局長。  

○事務局長（綾木陽一君） 失礼いた

します。事務局長の綾木でございます。

本日の欠席者はございません。  

 次に、今定例会に上程しております、

議案第６号につきまして、誤りがござ

い ま し た の で 正 誤 表 を お 手 元 に 配 付

しております。お詫びと訂正をさせて

いただきます。誠に申し訳ございませ

ん。以上でございます。  

○副議長（松居亘君） 次に定例会の

開会に当たり、管理者より挨拶をお願

いいたします。管理者。  

○管理者（和田裕行君） 皆さん、こ

んにちは。本日は、ご多用の中、また、

大変寒さもまだ厳しいところ、彦根愛

知 犬 上 広 域 行 政 組 合 ２ 月 定 例 会 に ご

出 席 を 賜 り 誠 に あ り が と う ご ざ い ま

す。また、平素より当組合の管理運営

に格別のご理解とご協力を賜り、重ね

てお礼申し上げます。  

 さて、本日の定例会は、令和４年度

(2022 年度 )彦根愛知犬上広域行政組

合 一 般 会 計 補 正 予 算 (第 ４ 号 )お よ び

令和５年度 (2023 年度 )彦根愛知犬上

広 域 行 政 組 合 一 般 会 計 予 算 に 併 せ て

五つ条例を議案としまして、提案させ

ていただくものでございます。  

 何卒、慎重にご審議いただきますよ

うお願い申し上げます。甚だ簡単では

ございますが、開会に際しての挨拶と

させていただきます。  

○副議長（松居亘君） ありがとうご

ざいました。  

 

       午後 2 時 02 分閉会  

 


